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1896年3月（明治29年）、第百二十九国立銀行の
業務を継承して創立した際、それまでの「士族による士族
のための銀行」から、「農・工・商が共に協力して設立しよう」
と「大垣共立銀行」が誕生しました。
その想いを引き継ぎ、“地域とともに”“お客さま目線”

を第一に、真にお客さまにとって必要な存在となるよう、
「地域に愛され、親しまれ、信頼される銀行」として、
これからも地域の皆さまと共に歩んでまいります。

「地域に愛され、親しまれ、信頼される銀行」

T O P  M E S S A G E

取締役頭取

2022年11月

皆さまには、平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げ
ます。
ここにＯＫＢ大垣共立銀行の第２１１期中間期における営業の
概要をご報告申し上げます。
当上半期の日本経済は、緩やかに持ち直しました。個人消費

は、３月にまん延防止等重点措置が解除されて以降、外食や
旅行などの対人サービス業を中心に回復の動きがみられましたが、
物価上昇により節約志向が強まっております。企業においては
脱炭素化やデジタル化への対応として設備投資の動きがでてきた
一方、原材料価格などの上昇による価格転嫁が難しく、収益
の重石となることが懸念されます。東海地方においては、主要
産業である自動車産業は半導体不足などから、生産計画の下方
修正が続いております。
このような経営環境のもと、ＯＫＢ大垣共立銀行は中期経営計画

「Let’s Do It! ～社員輝き 地域伸びゆく～」に基づき、“営業”
や“お客さまとの接点”、“業務”を変えることに挑戦するなど、
ＯＫＢグループ一体となって業務を展開してまいりました。
さらに、“地域循環型社会の担い手”として、お客さまの課題
解決をサポートするコンサルティング業務や、ＡＩ・FinTechなどの
ＩＴ技術を活用したイノベーションのサポートなど、持続可能な
地域づくりに資する取り組みも積極的に推進してまいりました。
ＯＫＢ大垣共立銀行グループはこれからも、「地域に愛され、
親しまれ、信頼されるOKB」という理念に基づき、“お客さまの
共感と感動を呼び、地域に必要とされる企業グループ”を目指して
まいります。
心を、思いを、人を、ビジネスを―“繋ぐ”“紡ぐ”
皆さまにおかれましては、引き続きより一層のご支援とご愛顧

を賜りますようお願い申し上げます。

OKBグループ行動憲章
一、私たちは、一人ひとりが考え、行動し、時代に挑み続けます
一、私たちは、お客さまの喜びを追求します
一、私たちは、常に質の高いサービスを提供します
一、私たちは、地域とともに歩みます
一、私たちは、コンプライアンスを徹底し、誠実・公正に業務を遂行します
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経営の基本理念



ＯＫＢグループは、サステナビリティを巡る課題への対応を重要な経営課題として
認識し、「地域循環型社会の担い手として、持続可能な地域づくりに貢献する」
ことで、ＯＫＢグループの経営の基本理念の実現を図ってまいります。

経営の基本理念ー「地域に愛され、親しまれ、信頼される銀行」

・重点課題については、適宜見直しを行います

重点課題（マテリアリティ）

地域の事業者の皆さまそれぞれのニーズに応じたソリューションをグループ全体で提供し、
本業支援を通じた課題解決によって、地域経済の持続的成長に貢献します。

Ⅰ．地域経済の持続的成長

ＡＩやＦｉｎＴｅｃｈなどのＩＴ技術を活用して、お客さまにとってより利便性が高く、より身近な金融
インフラを構築するとともに、地域のイノベーションを支援し、持続可能な産業化を促進します。

Ⅱ．地域のイノベーション支援

女性社員をはじめとする多様な人材の幅広い分野での活躍を推進するとともに、働き方改革に
よって働きがいのある環境を整備することにより、質の高いサービスの提供に努めます。

Ⅲ．多様な人材の活躍推進

地球環境との共生が持続可能な社会の基盤となることを認識し、自然豊かな環境を未来に
引き継ぐため、気候変動問題や環境保全活動に積極的、継続的に取り組みます。

Ⅳ．気候変動対応、環境保全

種々の課題解決において、地域資源を積極的に活用することで、そのシナジーを最大限発揮し、
地域との共存共栄を実現します。

Ⅴ．地域資源の活用

経営の迅速な意思決定及び経営の効率性の追求、積極的なディスクロージャーを通じた経営
の透明性の向上、誠実な企業グループとして行動するためのコンプライアンス（法令等遵守）の
実践と地域奉仕を基本に、コーポレートガバナンスの高度化に努めます。

Ⅵ．コーポレートガバナンスの高度化

国債等債権売却損が大幅に増加したことなどにより利益は減少しましたが、貸出金残高は堅調に推移し、過去最高を記録しました。

中間期の業務純益（※1）は66億円、コア業務純益（※2）は99億円、経常利益は76億円、中間純利益は53億円となりました。

収益の状況

主要勘定等の動き
貸 出 金

住 宅ローン

預 金
預 り 資 産

自己資本比率

貸出金残高は、地元企業の資金需要や個人のお客さまのニーズに積極的にお応えした結果、上半期中975億円増加し、
中間期末残高は4兆4,056億円となりました。
皆さまのマイホームの取得などを積極的に応援した結果、上半期中135億円増加し、中間期末残高は1兆8,692億円と
好調に推移しました。
預金残高は、個人預金は増加しましたが、上半期中328億円減少し、中間期末残高は5兆6,569億円となりました。
投資信託、個人年金保険など、さまざまな商品をご用意して、お客さまの資産づくりを応援し、中間期末残高は7,431億円
となりました。
中間期末の自己資本比率（※3）は単体で8.28％、連結で8.79％となり、国内基準の4％を大きく上回る水準となっています。

自己資本比率＝ ×100
自己資本額（コア資本に係る基礎項目の額－コア資本に係る調整項目の額）

リスク・アセット等

バーゼルⅢ

（注）1. のグラフの記載金額は、億円未満を切り捨てて表示しています。～1 6 （注）2. のグラフの生命保険は販売累計額です。また、平準払がん・医療・終身・こども保険を含みません。6
（注）4. のグラフは金融再生法の記載基準に則り、記載金額は億円未満を四捨五入して表示しています。なお、比率は小数点以下第3位を切り捨てて表示しています。8

（注）3. のグラフの比率は、小数点以下第3位を切り捨てて表示しています。7

業務純益・コア業務純益（単体）1 業務純益
コア業務純益

自己資本比率（国内基準）7 連結単体

経常利益・当期純利益（単体）2 経常利益
中間純利益 貸出金残高（住宅ローン残高を含む）3

住宅ローン残高4 預金残高（譲渡性預金含まず）5 預り資産残高6 生命保険 投資信託公共債

用 語 説 明
※1 : 業務純益 ………… 預金や融資など銀行本来の営業活動
から得られた利益を示す銀行業特有の指標です。
※2 : コア業務純益…… 業務純益から国債等債券損益や一般
貸倒引当金繰入額を控除した利益です。
※3 : 自己資本比率…… 金融機関の健全性や安定性を示す
指標として用いられます。
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日日是
好
日

いなさいって言われて、渋々お茶のお稽古に行っていたん
ですが、お茶というものに対してなんとなく先入観があっ
たんです。上下関係が厳しい世界だろうなとか、お金持ち
の奥さまたちの集まりなんだろうなとか、ありがちなイ
メージを抱いていたんですけれど、実際に稽古をして感じ
ることはイメージとまったく違ったんです。外で見るのと実
際に中に入ってやってみるのとがこんなに違うのかと。
月日を重ねていくうちに、すごくたくさんの発見がありま
した。「お茶を習わなかったら、私はこのお花やこのお菓子
を知らないままだっただろうな」とか、「季節によってこん
なにいろんなものが変わっていく世界なんだ」って。だから、
お茶を内側から見るとこういう世界が見えるということを、
お茶を知らない人にも伝わるように表現してみたいと思っ
たんです。読んだ人が一緒にお茶をやっているような気持
ちになるような。そう思っていたら、40代の頃に編集者の
方が「書いてみませんか」とおっしゃってくださって、それで
書いたんです。
境　私も本を読むまでは、お茶に対して同じようなイメー
ジを持っていました。森下さんがお茶を通して感じたこと
を書いていただいて、外から見えるものと中から見えるも
のにこれだけのギャップがあるということが分かって、
やっぱり物事にはそこに入ってみないと分からないこと、

「日日是好日」が生まれたわけ

境　「日日是好日」を読むきっかけになったのは、実は娘な
んです。私が読む本は、仕事上どうしても難しそうな、肩が
凝るような本が多いんですが、そういう本を読んでいると
きの顔って険しいらしいんです。いつも難しい顔をしてい
る印象があるようで、4、5年前に娘から「お父さん、こうい
う本も読んだら？」ともらったのがきっかけです。
本を読んだ最初の印象は、「すごく共感できる本だな」とい
うものでした。分かりやすく、詩のような柔らかさで文章が
書かれているので、すっと入ってくる。また、共感しやすい
部分が多々あったという印象があります。
森下　ありがとうございます。
境　森下さんの経験されたことは、誰しもに起きている。
お茶の世界で先生と森下さんがいろんなやり取りをされ
ているところも、「あぁ、そういうこともあったなぁ」と自分
に置き換えられることがありました。上司にいろいろと指
摘を受けて、意見したこともあるんですが、「それは自分で
考えろ！」と言われて。分からないから聞いているのに、と
思いながらも自分で考える。結局、自分でできないと自分
のものになっていかないということも、後から気付くこと
が多かったので、自分の経験となんとなく重なったという
のがあります。
また、私は田舎の住まいなので、家の前に田んぼや山があ
るんですが、風景が季節ごとに変わっていくし、風や温度
感も季節によって変わっていく。本の中にも同じような描
写がたくさんあったので、すごくほっとする本だなと思い
ました。
森下さんはどんなきっかけでこの本を書こうと思われたん
ですか。
森下　私が二十歳のとき、半ば強制的に母親にお茶を習

経験しないと分からないことが随分とあるんだと思いまし
た。お茶に対するイメージが変わりました。

自分の心の声を聞く

森下　お茶をやっているときって、普段聞こえないものが
聞こえるんです。例えば、同じ柄杓からくんで落としても、

水とお湯では音が違うって気付いたり、梅雨と秋雨の音が
違うってことを感じたり、それに自分自身の小さな心の声
が聞こえることもあるんです。自分の心の中を感じられる、
そういう世界なので、お茶碗が高いだとかお金持ちの世界
だとかいう最初のイメージとは全然違いました。現代風に
言うとスピリチュアリズムの世界に近いような。
境　瞑想に近いですね。禅や瞑想で心を落ち着けて“無”
になると、感覚が研ぎ澄まされるんでしょうね。

森下　日常生活はすごくいろんな情報の中にいるので、
自分の心の声は聞こえないですよね。
本当にお茶ってよくできているなって思うのが、作法の一
つひとつに細かい決まりがあるんです。全部、一服のお茶
を季節に応じて、そしておいしくするためにあるんですけ
ど、とにかく細かい。例えば、茶杓（※1）を取るときは茶杓を
取るだけ、棗（※2）を取るときは棗を取るだけ、それを一緒
にせず、一つひとつやりなさいって。水は真ん中からくみな
さい、お湯は底からくみなさいって。水はどこからくんでも
同じ水じゃないかと思うんですけど、そういう決まりがあ
るんですね。そういうこと一つひとつに心を入れながらや
ると余計なことを考えられないんですよ。強引に“無”にな
るようにできていると思います。
境　本の中に戦国武将の話がありましたが、命のやり取り
をしている戦国武将は我々とは桁違いの悩みごとを持っ
ていて、それから解放されるための一つがお茶だったと思
うんです。今も昔もみんないろんな悩みをいろんな形で
持っているけれど、自分を客観的に見たり“無”になったり
するチャンスとしては、お茶は精神安定剤みたいな形だっ
たのかなと。人は自分の安らげるものに対してはすごく素
直に動けるのかな。今でいうキャンプだったり。
森下　そうですよね。キャンプが流行っていますよね。
境　若い人が自分と向き合って、自然の中で自分の感性
を取り戻していく一つの過程がキャンプなのかなと思いま
すね。
森下　おそらく、キャンプをしたときに感じる感覚って、
すごくお茶に近いと思いますね。お茶室のことを“市中の
山居”とも言いますし。特にこのシーズンは、炉を使います
よね。そうすると炭を組むときにみんなが炉の周りに集
まって見るんですよ。障子を閉め切った部屋の中で、肩と肩
が触れるくらいそばによって、じっと炉を見るんです。まる

特

　別

対

　談

　今年11月に放送されたテレビ愛知の番組「私の一冊」。中部経済界で活躍する企業のトップや功労者たち
が影響を受けた“特別な一冊”を紹介するこの番組で、頭取はエッセイストの森下典子さんが書かれた「日日
是好日」を紹介しました。
　この番組がきっかけとなり、後日頭取と森下典子さんの対談が実現。「日日是好日」が誕生した背景や森下
さんがお茶を通して学んだこと、頭取が本を読んで感じたことなどについて、じっくりと語っていただきました。

動画公開中!

でキャンプファイアみたいに。火が回ってくるとパキンパキ
ンという音がして、炭の匂いがするんですよ。
境　確かに癒しがありますからね、キャンプファイアの火
には。そして人が集まり、一緒に火を見ているだけで連帯
感というか、なんとなく近い感覚を共有できる。
森下　みんなの気持ちがそこに寄り添うっていう感覚で
すね。反対に夏は暑いから、水が見えるように、口の広い水
指（※3）などを使うんです。お茶はその季節を心地よく過ご
せるように工夫されています。

「長い目で今を生きる」

境　さっき三溪園の中を散策しましたが、水のせせらぎの
音が場所によって違って聞こえたんです。それに今日は天
気が良くて、風景もすごくキラキラして見えました。そうい
う感覚は意識しないと普通は感じられないと思います。お
そらく感じようとしているから感じるのであって、感じよう
としていなかったら感じられない世界ではないのかなと思
います。
森下　お茶は最初、手順を覚えることで精一杯なんです。
頭で覚えてはいけないわけですよ。とにかく繰り返して体
が自然に反応するようになるまでは、言われた通りにやる
しかないんです。あるところまでくると、いつの間にかその
動作につながりができてきて、意識しなくても次の動作が
できたりするんですね。そうすると、「次は何をやったら良
かったかな」って思わなくても済むようになるんです。
あるとき、水の音とお湯の音が違うことに気付いたんです
けど、それはその間隙をついて聞こえてきたような感じが
しますね。余白っていうか、こうしなきゃいけないああしな
きゃいけないという思いが途切れたときや意識しなくても

自然にすっと動作ができるようになったとき、そこにすと
んと聞こえてきたんです。
境　自然に体が動くとそこに余白が生まれて、余白が生ま
れると、水とお湯でも音が違って聞こえてくる。なんでこう
するんだろうなって思っていた中で、動作が自然とつな
がってくると、自然とその間の中に入ってくるということで
すか。
森下　だんだん順番を気にしなくてもよくなり、そこに一

瞬心の空白ができるような感じがするんですよ。そうする
と聞こえてくる。あ、音が違うんだなって。
境　修練を重ねていくと、そういう間を感じる力がついて
くるんですね。
ものの見方が変わるタイミングとしては、私だと仕事の中
でポジションが変わる、もしくは立場が変わって指導する
側になったときに感じることがあります。自分だけでプ
レーしているときと、ある程度チームでプレーする立場に

なったときに、違う立場でものを考えなくてはいけなくな
る。そのときに、今まで指導を受けていたことが「そういう
ことだったのか」と感じるときがある。前は分からなかった
けれど、立場が変わり意識が変わるとものの見方や考え
方が変わっていく。そういうタイミングがビジネスの中に
もありますね。
森下　そうでしょうね、きっと。立場が変わったらあるの
でしょうね。
境　本に、“小さなコップ、大きなコップの水があふれ、突

然視野が広がる”タイミングがあるという箇所がありまし
たけど、それはやっぱり経験を積み重ねていくといつの間
にか生まれてくるんですね。
森下　そうですね。そういった気付きがお茶の醍醐味だ
と思うんです。
例えば、作法一つにしても、先生は理由を教えてくださら
ないんですよ。ただ、右で持ちなさい、左で持ちなさいと言
うだけなんです。だから言われた通りに長年やって、散々
やって、何回も季節を繰り返していくうちに、あるとき、「あ、
だからこうするのか」って気が付くんですよね。自分で気が

付いたものって、自分のものになりますよね。それが喜び
や楽しみにつながるんです。
境　おそらくビジネスの中でも同じ感覚はあると思うん
ですよね。ビジネスに限らず、全ての人にあるとき急に芽生
える感覚はたくさんある。そのチャンスを得るために鍛錬
をしていると、初めて基本の意味が分かったり、ひとつス
テップアップする感覚を覚えたり。
森下　人生のあらゆる場面で、そういうことはあるんだろ
うと思います。
境　だから、森下さんの本に共感する方が多い。ここは自
分の経験の中のこんな場面だったのかな、というイメージ
をみんなが持つのではないかなと思うんですよね。お茶を
する方もしない方も、“自分ごと化”ができる。そう感じられ
る本だと思います。
本の中で、「長い目で今を生きる」と書いてらっしゃいます
よね。あれはすごく良い言葉ですよね。
森下　ありがとうございます。
境　今は悩んでいるけど、将来「あんなこともあったんだ
なぁ」と思える良い経験になっていく。「若いうちの苦労は
買ってでもしろ」という言葉がありますけど、苦労したこと
は自分の実になっているし、その経験値が今につながって
いる。今の苦労も楽しいと思うことも、全部未来につな
がっていく、という意味で「長い目で今を生きる」というの
は、若い人がこれからを考えるときに、良い提言だなと
思って読んでいました。

お茶が与えてくれる“個”の世界

森下　今は何でも手っ取り早く身に付けたい、手っ取り早
く覚えたい、それが便利だし、そういう方法を求めますよ

ね。だけど、お茶は全然手っ取り早くないわけですよ。本当
に時間をかけてばっかりいるんです。季節が変わると同時
にいろんなものが変わっていき、やり方も変わっていくん
ですけれど、それを何年も何年もかけて経験することで覚
えるしかないんです。今の世の中は、時短だとかコストパ
フォーマンスだとかが重要視されますけど、それとはまっ
たく真逆の世界。
でも、人間ってもともとは、こうしたほうがいいってどこか
で分かっていてもできなかったり、わざわざ得にならない
ことをしてしまったりする間尺に合わない生き物ですよね。
だから、合理性を求め過ぎると、人間の持っていた何かが
抜け落ちてしまうような気がするんですけど、お茶みたい
に合理性と真逆のことをやっていると、すごく救われる気
がするんです。
境　人の生き方そのものがお茶の中にあるんでしょうね。
森下　私は会社勤めをしたことがなくて、フリーで仕事を
してきたので、来年も同じように仕事があるかどうかって
分からないわけです。だからいつも足元が不安定で、精神
的にも安定を保つのがとても難しかったんですね。でも、
私にとっては二十歳のときから毎週一回お茶室に座ると
いう場があったことで支えられたんです。行きは悶々とし

ていても、帰りはすごくすがすがしくなるんです。多分、心
が整うんですよね。週に一回自分を整える場所があったっ
ていうのは、私がこの不安定な仕事を続けていく上で、本
当に大きな支えでした。
境　今はサラリーマンの世界でも転職が多くなって、自分
の可能性、今しかできないことに挑戦していくという、すご
いエネルギーを持った時代なんだなと感じます。ただ、挑
戦しても、うまくいかないことがある。めげることがあった
ときに、お茶のような、ちょっと自分をほっとさせるような
場所や時間があると、いろんな挑戦をする若い人も助かる
だろうなと思います。ビジネスでもスポーツでも、やっぱり
思うようにいかないことの連続ですからね。
森下　お茶の先生って、直接言葉で教えてくださるのは作
法だけなんですよ。「こう生きなさい」とか、「こうすべきだ」
とか、そういうことは何にもおっしゃらないんですね。でも、
生徒が心に何か深い悩みや挫折を抱えているときなどは、
敏感に感じ取ってくださるんです。
一緒にお稽古している方の話なんですが、過酷な職場で、
ある日、とても大変なできごとがあって、心が押しつぶされ
そうになったそうなんです。お茶の先生に「今日はお稽古
に行けません」ってお電話したら、先生は「いいじゃないの。
お茶を飲みに来るつもりでいらっしゃいな」って言ってくだ
さったそうです。
稽古場に行くと、先生は一人で待っていて、お茶を点ててく
ださった。そのお点前を見ながら、湯のたぎる音、水を足し
た瞬間に煮えが収まる音、そして再び煮えの付く音に耳を
澄ましたそうです。
「私は、あの音を聞きながら、人間回復したの」その人は、そ
う言いました。私、その気持ち分かるんです。お茶には、小
さな音やかすかな匂いに感覚を傾けることによって、社会
生活の中で失った人間性を回復するところがあるのだと

思います。
境　先生が「とにかくお茶を飲みに来なさい」って言ってく
れたことだけで助かったっていうことですね。
森下　別に「どうしたの？」と聞くわけではないし、何か助
言をしてくれるわけでもない。ただ、「まぁ、一服お飲みなさ
い」っていう。
境　奥深いですね、お茶は。ものも言わないけれど、感じる
だけで本人がすとんと落ちていく。そういう経験はなかな
か私にはないですね。
私は思ったらすぐに言ってしまう性分で、一生懸命話して
いるつもりなんですけれど、よく部下からは怒っていると
言われます。そういう日は夜寝ている間にできごとを頭の
中で整理するんでしょうけど、嫌な気持ちになるんです。や
めときゃよかったなと反省することが多々あるんです。そ
んな思いを解消するために、翌日素直に謝るんですけれど、
強制的にリセットしてくれる場所と時間があると、自分も
含めていろんな人が助かるんだろうなと思います。
スポーツジムが今流行っていて、経営者の中にも通ってい
る方がいますが、自分を追い込むことで一回リセットして

みえるかなと思いました。みなさんいろんなやり方で自分
をリセットするチャンスを作っているんだなぁと。
森下　そういうのがあると、やっぱりいいですよね。
境　どうしても仕事中心に考えてしまうところがあるんで
すけれど、仕事は仕事としてきちっとやるにしても、一個人
に戻ったときにリセットする趣味などを持っていないと、
バランスを崩しやすいかもしれませんね。
森下　やっぱりそうなんですよね。“個”に戻れる場所って、
必要なんでしょうね。
お稽古場にいらっしゃっている子育て中のお母さんは、す
ごくお稽古に来る時間を大切にしています。どうしてかと
いうと、ここに来たときは奥さんでもお母さんでもない、一
人の自分に戻れるからっておっしゃっていますね。
境　最後は自分が一番自由になれる時間と場所が欲しい
んですよね。
私もどうしてもこの立場になってからは窮屈で。でも、家に
戻れば近所の方からは小さいときと同じ呼び名で呼ばれ
たりするように、自分の世界なので自由でゆったり感があ
ります。そういう場所は必要だと思います。

私は農家の長男で、田んぼでコメ作りもしているんです。
本当はやりたくないのですが、この時期になったら草刈り、
この時期になったら肥料を出す、田植えがあって稲刈りが
あって、というように農作業にはリズムがある。さらに田ん
ぼの中に入ると、夏の風でも結構涼しいんです。農作業に
は季節によって感じることがあるので、一回リセットする
という意味では良い例かなと思います。
森下　お茶室みたいなものですね。
境　そうなんですよ。嫌だなと思って農作業に入るんです
が、終わったら満足感があって。
森下　とても共通していると思います。
境　そういったものをみなさんは持っているんでしょうね。
そうでないとバランスを崩しやすくなるので。

作品が誰かの子どもになる嬉しさ

境　映画も拝見しましたが、森下さんのご感想はいかがで
すか。
森下　私は撮影に立ち会い、女優さんにお点前をお教え
したりして、ずっと現場にいました。本当にモノづくりの人
たち、映画づくりの人たちの情熱ってすごいなぁと感動し
ましたね。
映画は原作と違って、切り口が映画独特のものだったりす
るんですね。大森立嗣監督は主人公の典子といとこの、女
友達同士の話を描いているところがあって、それを見て改
めて、「私がお茶に通った若いころのあの日々は、青春だっ
たのか」と感じましたね。言ってみれば“青春映画”だと思え
て嬉しかったです。自分の書いたものが映画では大森監督
の作品になるわけですよね。自分の書いた作品、自分の子
どもが、誰かの子どもにもなるっていう嬉しさを感じました。

境　本にしても映画にしても、いろんな方が、森下さんの
柔らかさを感じた作品だと思います。
森下　ありがとうございます。大変光栄です。
境　今日は本当にありがとうございました。
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経験しないと分からないことが随分とあるんだと思いまし
た。お茶に対するイメージが変わりました。

自分の心の声を聞く

森下　お茶をやっているときって、普段聞こえないものが
聞こえるんです。例えば、同じ柄杓からくんで落としても、

水とお湯では音が違うって気付いたり、梅雨と秋雨の音が
違うってことを感じたり、それに自分自身の小さな心の声
が聞こえることもあるんです。自分の心の中を感じられる、
そういう世界なので、お茶碗が高いだとかお金持ちの世界
だとかいう最初のイメージとは全然違いました。現代風に
言うとスピリチュアリズムの世界に近いような。
境　瞑想に近いですね。禅や瞑想で心を落ち着けて“無”
になると、感覚が研ぎ澄まされるんでしょうね。

森下　日常生活はすごくいろんな情報の中にいるので、
自分の心の声は聞こえないですよね。
本当にお茶ってよくできているなって思うのが、作法の一
つひとつに細かい決まりがあるんです。全部、一服のお茶
を季節に応じて、そしておいしくするためにあるんですけ
ど、とにかく細かい。例えば、茶杓（※1）を取るときは茶杓を
取るだけ、棗（※2）を取るときは棗を取るだけ、それを一緒
にせず、一つひとつやりなさいって。水は真ん中からくみな
さい、お湯は底からくみなさいって。水はどこからくんでも
同じ水じゃないかと思うんですけど、そういう決まりがあ
るんですね。そういうこと一つひとつに心を入れながらや
ると余計なことを考えられないんですよ。強引に“無”にな
るようにできていると思います。
境　本の中に戦国武将の話がありましたが、命のやり取り
をしている戦国武将は我々とは桁違いの悩みごとを持っ
ていて、それから解放されるための一つがお茶だったと思
うんです。今も昔もみんないろんな悩みをいろんな形で
持っているけれど、自分を客観的に見たり“無”になったり
するチャンスとしては、お茶は精神安定剤みたいな形だっ
たのかなと。人は自分の安らげるものに対してはすごく素
直に動けるのかな。今でいうキャンプだったり。
森下　そうですよね。キャンプが流行っていますよね。
境　若い人が自分と向き合って、自然の中で自分の感性
を取り戻していく一つの過程がキャンプなのかなと思いま
すね。
森下　おそらく、キャンプをしたときに感じる感覚って、
すごくお茶に近いと思いますね。お茶室のことを“市中の
山居”とも言いますし。特にこのシーズンは、炉を使います
よね。そうすると炭を組むときにみんなが炉の周りに集
まって見るんですよ。障子を閉め切った部屋の中で、肩と肩
が触れるくらいそばによって、じっと炉を見るんです。まる

でキャンプファイアみたいに。火が回ってくるとパキンパキ
ンという音がして、炭の匂いがするんですよ。
境　確かに癒しがありますからね、キャンプファイアの火
には。そして人が集まり、一緒に火を見ているだけで連帯
感というか、なんとなく近い感覚を共有できる。
森下　みんなの気持ちがそこに寄り添うっていう感覚で
すね。反対に夏は暑いから、水が見えるように、口の広い水
指（※3）などを使うんです。お茶はその季節を心地よく過ご
せるように工夫されています。

「長い目で今を生きる」

境　さっき三溪園の中を散策しましたが、水のせせらぎの
音が場所によって違って聞こえたんです。それに今日は天
気が良くて、風景もすごくキラキラして見えました。そうい
う感覚は意識しないと普通は感じられないと思います。お
そらく感じようとしているから感じるのであって、感じよう
としていなかったら感じられない世界ではないのかなと思
います。
森下　お茶は最初、手順を覚えることで精一杯なんです。
頭で覚えてはいけないわけですよ。とにかく繰り返して体
が自然に反応するようになるまでは、言われた通りにやる
しかないんです。あるところまでくると、いつの間にかその
動作につながりができてきて、意識しなくても次の動作が
できたりするんですね。そうすると、「次は何をやったら良
かったかな」って思わなくても済むようになるんです。
あるとき、水の音とお湯の音が違うことに気付いたんです
けど、それはその間隙をついて聞こえてきたような感じが
しますね。余白っていうか、こうしなきゃいけないああしな
きゃいけないという思いが途切れたときや意識しなくても

自然にすっと動作ができるようになったとき、そこにすと
んと聞こえてきたんです。
境　自然に体が動くとそこに余白が生まれて、余白が生ま
れると、水とお湯でも音が違って聞こえてくる。なんでこう
するんだろうなって思っていた中で、動作が自然とつな
がってくると、自然とその間の中に入ってくるということで
すか。
森下　だんだん順番を気にしなくてもよくなり、そこに一

瞬心の空白ができるような感じがするんですよ。そうする
と聞こえてくる。あ、音が違うんだなって。
境　修練を重ねていくと、そういう間を感じる力がついて
くるんですね。
ものの見方が変わるタイミングとしては、私だと仕事の中
でポジションが変わる、もしくは立場が変わって指導する
側になったときに感じることがあります。自分だけでプ
レーしているときと、ある程度チームでプレーする立場に

なったときに、違う立場でものを考えなくてはいけなくな
る。そのときに、今まで指導を受けていたことが「そういう
ことだったのか」と感じるときがある。前は分からなかった
けれど、立場が変わり意識が変わるとものの見方や考え
方が変わっていく。そういうタイミングがビジネスの中に
もありますね。
森下　そうでしょうね、きっと。立場が変わったらあるの
でしょうね。
境　本に、“小さなコップ、大きなコップの水があふれ、突

然視野が広がる”タイミングがあるという箇所がありまし
たけど、それはやっぱり経験を積み重ねていくといつの間
にか生まれてくるんですね。
森下　そうですね。そういった気付きがお茶の醍醐味だ
と思うんです。
例えば、作法一つにしても、先生は理由を教えてくださら
ないんですよ。ただ、右で持ちなさい、左で持ちなさいと言
うだけなんです。だから言われた通りに長年やって、散々
やって、何回も季節を繰り返していくうちに、あるとき、「あ、
だからこうするのか」って気が付くんですよね。自分で気が

付いたものって、自分のものになりますよね。それが喜び
や楽しみにつながるんです。
境　おそらくビジネスの中でも同じ感覚はあると思うん
ですよね。ビジネスに限らず、全ての人にあるとき急に芽生
える感覚はたくさんある。そのチャンスを得るために鍛錬
をしていると、初めて基本の意味が分かったり、ひとつス
テップアップする感覚を覚えたり。
森下　人生のあらゆる場面で、そういうことはあるんだろ
うと思います。
境　だから、森下さんの本に共感する方が多い。ここは自
分の経験の中のこんな場面だったのかな、というイメージ
をみんなが持つのではないかなと思うんですよね。お茶を
する方もしない方も、“自分ごと化”ができる。そう感じられ
る本だと思います。
本の中で、「長い目で今を生きる」と書いてらっしゃいます
よね。あれはすごく良い言葉ですよね。
森下　ありがとうございます。
境　今は悩んでいるけど、将来「あんなこともあったんだ
なぁ」と思える良い経験になっていく。「若いうちの苦労は
買ってでもしろ」という言葉がありますけど、苦労したこと
は自分の実になっているし、その経験値が今につながって
いる。今の苦労も楽しいと思うことも、全部未来につな
がっていく、という意味で「長い目で今を生きる」というの
は、若い人がこれからを考えるときに、良い提言だなと
思って読んでいました。

お茶が与えてくれる“個”の世界

森下　今は何でも手っ取り早く身に付けたい、手っ取り早
く覚えたい、それが便利だし、そういう方法を求めますよ

ね。だけど、お茶は全然手っ取り早くないわけですよ。本当
に時間をかけてばっかりいるんです。季節が変わると同時
にいろんなものが変わっていき、やり方も変わっていくん
ですけれど、それを何年も何年もかけて経験することで覚
えるしかないんです。今の世の中は、時短だとかコストパ
フォーマンスだとかが重要視されますけど、それとはまっ
たく真逆の世界。
でも、人間ってもともとは、こうしたほうがいいってどこか
で分かっていてもできなかったり、わざわざ得にならない
ことをしてしまったりする間尺に合わない生き物ですよね。
だから、合理性を求め過ぎると、人間の持っていた何かが
抜け落ちてしまうような気がするんですけど、お茶みたい
に合理性と真逆のことをやっていると、すごく救われる気
がするんです。
境　人の生き方そのものがお茶の中にあるんでしょうね。
森下　私は会社勤めをしたことがなくて、フリーで仕事を
してきたので、来年も同じように仕事があるかどうかって
分からないわけです。だからいつも足元が不安定で、精神
的にも安定を保つのがとても難しかったんですね。でも、
私にとっては二十歳のときから毎週一回お茶室に座ると
いう場があったことで支えられたんです。行きは悶々とし

ていても、帰りはすごくすがすがしくなるんです。多分、心
が整うんですよね。週に一回自分を整える場所があったっ
ていうのは、私がこの不安定な仕事を続けていく上で、本
当に大きな支えでした。
境　今はサラリーマンの世界でも転職が多くなって、自分
の可能性、今しかできないことに挑戦していくという、すご
いエネルギーを持った時代なんだなと感じます。ただ、挑
戦しても、うまくいかないことがある。めげることがあった
ときに、お茶のような、ちょっと自分をほっとさせるような
場所や時間があると、いろんな挑戦をする若い人も助かる
だろうなと思います。ビジネスでもスポーツでも、やっぱり
思うようにいかないことの連続ですからね。
森下　お茶の先生って、直接言葉で教えてくださるのは作
法だけなんですよ。「こう生きなさい」とか、「こうすべきだ」
とか、そういうことは何にもおっしゃらないんですね。でも、
生徒が心に何か深い悩みや挫折を抱えているときなどは、
敏感に感じ取ってくださるんです。
一緒にお稽古している方の話なんですが、過酷な職場で、
ある日、とても大変なできごとがあって、心が押しつぶされ
そうになったそうなんです。お茶の先生に「今日はお稽古
に行けません」ってお電話したら、先生は「いいじゃないの。
お茶を飲みに来るつもりでいらっしゃいな」って言ってくだ
さったそうです。
稽古場に行くと、先生は一人で待っていて、お茶を点ててく
ださった。そのお点前を見ながら、湯のたぎる音、水を足し
た瞬間に煮えが収まる音、そして再び煮えの付く音に耳を
澄ましたそうです。
「私は、あの音を聞きながら、人間回復したの」その人は、そ
う言いました。私、その気持ち分かるんです。お茶には、小
さな音やかすかな匂いに感覚を傾けることによって、社会
生活の中で失った人間性を回復するところがあるのだと

思います。
境　先生が「とにかくお茶を飲みに来なさい」って言ってく
れたことだけで助かったっていうことですね。
森下　別に「どうしたの？」と聞くわけではないし、何か助
言をしてくれるわけでもない。ただ、「まぁ、一服お飲みなさ
い」っていう。
境　奥深いですね、お茶は。ものも言わないけれど、感じる
だけで本人がすとんと落ちていく。そういう経験はなかな
か私にはないですね。
私は思ったらすぐに言ってしまう性分で、一生懸命話して
いるつもりなんですけれど、よく部下からは怒っていると
言われます。そういう日は夜寝ている間にできごとを頭の
中で整理するんでしょうけど、嫌な気持ちになるんです。や
めときゃよかったなと反省することが多々あるんです。そ
んな思いを解消するために、翌日素直に謝るんですけれど、
強制的にリセットしてくれる場所と時間があると、自分も
含めていろんな人が助かるんだろうなと思います。
スポーツジムが今流行っていて、経営者の中にも通ってい
る方がいますが、自分を追い込むことで一回リセットして

みえるかなと思いました。みなさんいろんなやり方で自分
をリセットするチャンスを作っているんだなぁと。
森下　そういうのがあると、やっぱりいいですよね。
境　どうしても仕事中心に考えてしまうところがあるんで
すけれど、仕事は仕事としてきちっとやるにしても、一個人
に戻ったときにリセットする趣味などを持っていないと、
バランスを崩しやすいかもしれませんね。
森下　やっぱりそうなんですよね。“個”に戻れる場所って、
必要なんでしょうね。
お稽古場にいらっしゃっている子育て中のお母さんは、す
ごくお稽古に来る時間を大切にしています。どうしてかと
いうと、ここに来たときは奥さんでもお母さんでもない、一
人の自分に戻れるからっておっしゃっていますね。
境　最後は自分が一番自由になれる時間と場所が欲しい
んですよね。
私もどうしてもこの立場になってからは窮屈で。でも、家に
戻れば近所の方からは小さいときと同じ呼び名で呼ばれ
たりするように、自分の世界なので自由でゆったり感があ
ります。そういう場所は必要だと思います。

私は農家の長男で、田んぼでコメ作りもしているんです。
本当はやりたくないのですが、この時期になったら草刈り、
この時期になったら肥料を出す、田植えがあって稲刈りが
あって、というように農作業にはリズムがある。さらに田ん
ぼの中に入ると、夏の風でも結構涼しいんです。農作業に
は季節によって感じることがあるので、一回リセットする
という意味では良い例かなと思います。
森下　お茶室みたいなものですね。
境　そうなんですよ。嫌だなと思って農作業に入るんです
が、終わったら満足感があって。
森下　とても共通していると思います。
境　そういったものをみなさんは持っているんでしょうね。
そうでないとバランスを崩しやすくなるので。

作品が誰かの子どもになる嬉しさ

境　映画も拝見しましたが、森下さんのご感想はいかがで
すか。
森下　私は撮影に立ち会い、女優さんにお点前をお教え
したりして、ずっと現場にいました。本当にモノづくりの人
たち、映画づくりの人たちの情熱ってすごいなぁと感動し
ましたね。
映画は原作と違って、切り口が映画独特のものだったりす
るんですね。大森立嗣監督は主人公の典子といとこの、女
友達同士の話を描いているところがあって、それを見て改
めて、「私がお茶に通った若いころのあの日々は、青春だっ
たのか」と感じましたね。言ってみれば“青春映画”だと思え
て嬉しかったです。自分の書いたものが映画では大森監督
の作品になるわけですよね。自分の書いた作品、自分の子
どもが、誰かの子どもにもなるっていう嬉しさを感じました。

境　本にしても映画にしても、いろんな方が、森下さんの
柔らかさを感じた作品だと思います。
森下　ありがとうございます。大変光栄です。
境　今日は本当にありがとうございました。

（※1）茶杓…抹茶をすくう道具 （※2）棗…抹茶を入れるのに用いる茶器の一種 （※3）水指…茶席で必要な水を入れておくための道具
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経験しないと分からないことが随分とあるんだと思いまし
た。お茶に対するイメージが変わりました。

自分の心の声を聞く

森下　お茶をやっているときって、普段聞こえないものが
聞こえるんです。例えば、同じ柄杓からくんで落としても、

水とお湯では音が違うって気付いたり、梅雨と秋雨の音が
違うってことを感じたり、それに自分自身の小さな心の声
が聞こえることもあるんです。自分の心の中を感じられる、
そういう世界なので、お茶碗が高いだとかお金持ちの世界
だとかいう最初のイメージとは全然違いました。現代風に
言うとスピリチュアリズムの世界に近いような。
境　瞑想に近いですね。禅や瞑想で心を落ち着けて“無”
になると、感覚が研ぎ澄まされるんでしょうね。

森下　日常生活はすごくいろんな情報の中にいるので、
自分の心の声は聞こえないですよね。
本当にお茶ってよくできているなって思うのが、作法の一
つひとつに細かい決まりがあるんです。全部、一服のお茶
を季節に応じて、そしておいしくするためにあるんですけ
ど、とにかく細かい。例えば、茶杓（※1）を取るときは茶杓を
取るだけ、棗（※2）を取るときは棗を取るだけ、それを一緒
にせず、一つひとつやりなさいって。水は真ん中からくみな
さい、お湯は底からくみなさいって。水はどこからくんでも
同じ水じゃないかと思うんですけど、そういう決まりがあ
るんですね。そういうこと一つひとつに心を入れながらや
ると余計なことを考えられないんですよ。強引に“無”にな
るようにできていると思います。
境　本の中に戦国武将の話がありましたが、命のやり取り
をしている戦国武将は我々とは桁違いの悩みごとを持っ
ていて、それから解放されるための一つがお茶だったと思
うんです。今も昔もみんないろんな悩みをいろんな形で
持っているけれど、自分を客観的に見たり“無”になったり
するチャンスとしては、お茶は精神安定剤みたいな形だっ
たのかなと。人は自分の安らげるものに対してはすごく素
直に動けるのかな。今でいうキャンプだったり。
森下　そうですよね。キャンプが流行っていますよね。
境　若い人が自分と向き合って、自然の中で自分の感性
を取り戻していく一つの過程がキャンプなのかなと思いま
すね。
森下　おそらく、キャンプをしたときに感じる感覚って、
すごくお茶に近いと思いますね。お茶室のことを“市中の
山居”とも言いますし。特にこのシーズンは、炉を使います
よね。そうすると炭を組むときにみんなが炉の周りに集
まって見るんですよ。障子を閉め切った部屋の中で、肩と肩
が触れるくらいそばによって、じっと炉を見るんです。まる

でキャンプファイアみたいに。火が回ってくるとパキンパキ
ンという音がして、炭の匂いがするんですよ。
境　確かに癒しがありますからね、キャンプファイアの火
には。そして人が集まり、一緒に火を見ているだけで連帯
感というか、なんとなく近い感覚を共有できる。
森下　みんなの気持ちがそこに寄り添うっていう感覚で
すね。反対に夏は暑いから、水が見えるように、口の広い水
指（※3）などを使うんです。お茶はその季節を心地よく過ご
せるように工夫されています。

「長い目で今を生きる」

境　さっき三溪園の中を散策しましたが、水のせせらぎの
音が場所によって違って聞こえたんです。それに今日は天
気が良くて、風景もすごくキラキラして見えました。そうい
う感覚は意識しないと普通は感じられないと思います。お
そらく感じようとしているから感じるのであって、感じよう
としていなかったら感じられない世界ではないのかなと思
います。
森下　お茶は最初、手順を覚えることで精一杯なんです。
頭で覚えてはいけないわけですよ。とにかく繰り返して体
が自然に反応するようになるまでは、言われた通りにやる
しかないんです。あるところまでくると、いつの間にかその
動作につながりができてきて、意識しなくても次の動作が
できたりするんですね。そうすると、「次は何をやったら良
かったかな」って思わなくても済むようになるんです。
あるとき、水の音とお湯の音が違うことに気付いたんです
けど、それはその間隙をついて聞こえてきたような感じが
しますね。余白っていうか、こうしなきゃいけないああしな
きゃいけないという思いが途切れたときや意識しなくても

自然にすっと動作ができるようになったとき、そこにすと
んと聞こえてきたんです。
境　自然に体が動くとそこに余白が生まれて、余白が生ま
れると、水とお湯でも音が違って聞こえてくる。なんでこう
するんだろうなって思っていた中で、動作が自然とつな
がってくると、自然とその間の中に入ってくるということで
すか。
森下　だんだん順番を気にしなくてもよくなり、そこに一

瞬心の空白ができるような感じがするんですよ。そうする
と聞こえてくる。あ、音が違うんだなって。
境　修練を重ねていくと、そういう間を感じる力がついて
くるんですね。
ものの見方が変わるタイミングとしては、私だと仕事の中
でポジションが変わる、もしくは立場が変わって指導する
側になったときに感じることがあります。自分だけでプ
レーしているときと、ある程度チームでプレーする立場に

なったときに、違う立場でものを考えなくてはいけなくな
る。そのときに、今まで指導を受けていたことが「そういう
ことだったのか」と感じるときがある。前は分からなかった
けれど、立場が変わり意識が変わるとものの見方や考え
方が変わっていく。そういうタイミングがビジネスの中に
もありますね。
森下　そうでしょうね、きっと。立場が変わったらあるの
でしょうね。
境　本に、“小さなコップ、大きなコップの水があふれ、突

然視野が広がる”タイミングがあるという箇所がありまし
たけど、それはやっぱり経験を積み重ねていくといつの間
にか生まれてくるんですね。
森下　そうですね。そういった気付きがお茶の醍醐味だ
と思うんです。
例えば、作法一つにしても、先生は理由を教えてくださら
ないんですよ。ただ、右で持ちなさい、左で持ちなさいと言
うだけなんです。だから言われた通りに長年やって、散々
やって、何回も季節を繰り返していくうちに、あるとき、「あ、
だからこうするのか」って気が付くんですよね。自分で気が

付いたものって、自分のものになりますよね。それが喜び
や楽しみにつながるんです。
境　おそらくビジネスの中でも同じ感覚はあると思うん
ですよね。ビジネスに限らず、全ての人にあるとき急に芽生
える感覚はたくさんある。そのチャンスを得るために鍛錬
をしていると、初めて基本の意味が分かったり、ひとつス
テップアップする感覚を覚えたり。
森下　人生のあらゆる場面で、そういうことはあるんだろ
うと思います。
境　だから、森下さんの本に共感する方が多い。ここは自
分の経験の中のこんな場面だったのかな、というイメージ
をみんなが持つのではないかなと思うんですよね。お茶を
する方もしない方も、“自分ごと化”ができる。そう感じられ
る本だと思います。
本の中で、「長い目で今を生きる」と書いてらっしゃいます
よね。あれはすごく良い言葉ですよね。
森下　ありがとうございます。
境　今は悩んでいるけど、将来「あんなこともあったんだ
なぁ」と思える良い経験になっていく。「若いうちの苦労は
買ってでもしろ」という言葉がありますけど、苦労したこと
は自分の実になっているし、その経験値が今につながって
いる。今の苦労も楽しいと思うことも、全部未来につな
がっていく、という意味で「長い目で今を生きる」というの
は、若い人がこれからを考えるときに、良い提言だなと
思って読んでいました。

お茶が与えてくれる“個”の世界

森下　今は何でも手っ取り早く身に付けたい、手っ取り早
く覚えたい、それが便利だし、そういう方法を求めますよ

ね。だけど、お茶は全然手っ取り早くないわけですよ。本当
に時間をかけてばっかりいるんです。季節が変わると同時
にいろんなものが変わっていき、やり方も変わっていくん
ですけれど、それを何年も何年もかけて経験することで覚
えるしかないんです。今の世の中は、時短だとかコストパ
フォーマンスだとかが重要視されますけど、それとはまっ
たく真逆の世界。
でも、人間ってもともとは、こうしたほうがいいってどこか
で分かっていてもできなかったり、わざわざ得にならない
ことをしてしまったりする間尺に合わない生き物ですよね。
だから、合理性を求め過ぎると、人間の持っていた何かが
抜け落ちてしまうような気がするんですけど、お茶みたい
に合理性と真逆のことをやっていると、すごく救われる気
がするんです。
境　人の生き方そのものがお茶の中にあるんでしょうね。
森下　私は会社勤めをしたことがなくて、フリーで仕事を
してきたので、来年も同じように仕事があるかどうかって
分からないわけです。だからいつも足元が不安定で、精神
的にも安定を保つのがとても難しかったんですね。でも、
私にとっては二十歳のときから毎週一回お茶室に座ると
いう場があったことで支えられたんです。行きは悶々とし

ていても、帰りはすごくすがすがしくなるんです。多分、心
が整うんですよね。週に一回自分を整える場所があったっ
ていうのは、私がこの不安定な仕事を続けていく上で、本
当に大きな支えでした。
境　今はサラリーマンの世界でも転職が多くなって、自分
の可能性、今しかできないことに挑戦していくという、すご
いエネルギーを持った時代なんだなと感じます。ただ、挑
戦しても、うまくいかないことがある。めげることがあった
ときに、お茶のような、ちょっと自分をほっとさせるような
場所や時間があると、いろんな挑戦をする若い人も助かる
だろうなと思います。ビジネスでもスポーツでも、やっぱり
思うようにいかないことの連続ですからね。
森下　お茶の先生って、直接言葉で教えてくださるのは作
法だけなんですよ。「こう生きなさい」とか、「こうすべきだ」
とか、そういうことは何にもおっしゃらないんですね。でも、
生徒が心に何か深い悩みや挫折を抱えているときなどは、
敏感に感じ取ってくださるんです。
一緒にお稽古している方の話なんですが、過酷な職場で、
ある日、とても大変なできごとがあって、心が押しつぶされ
そうになったそうなんです。お茶の先生に「今日はお稽古
に行けません」ってお電話したら、先生は「いいじゃないの。
お茶を飲みに来るつもりでいらっしゃいな」って言ってくだ
さったそうです。
稽古場に行くと、先生は一人で待っていて、お茶を点ててく
ださった。そのお点前を見ながら、湯のたぎる音、水を足し
た瞬間に煮えが収まる音、そして再び煮えの付く音に耳を
澄ましたそうです。
「私は、あの音を聞きながら、人間回復したの」その人は、そ
う言いました。私、その気持ち分かるんです。お茶には、小
さな音やかすかな匂いに感覚を傾けることによって、社会
生活の中で失った人間性を回復するところがあるのだと

思います。
境　先生が「とにかくお茶を飲みに来なさい」って言ってく
れたことだけで助かったっていうことですね。
森下　別に「どうしたの？」と聞くわけではないし、何か助
言をしてくれるわけでもない。ただ、「まぁ、一服お飲みなさ
い」っていう。
境　奥深いですね、お茶は。ものも言わないけれど、感じる
だけで本人がすとんと落ちていく。そういう経験はなかな
か私にはないですね。
私は思ったらすぐに言ってしまう性分で、一生懸命話して
いるつもりなんですけれど、よく部下からは怒っていると
言われます。そういう日は夜寝ている間にできごとを頭の
中で整理するんでしょうけど、嫌な気持ちになるんです。や
めときゃよかったなと反省することが多々あるんです。そ
んな思いを解消するために、翌日素直に謝るんですけれど、
強制的にリセットしてくれる場所と時間があると、自分も
含めていろんな人が助かるんだろうなと思います。
スポーツジムが今流行っていて、経営者の中にも通ってい
る方がいますが、自分を追い込むことで一回リセットして

みえるかなと思いました。みなさんいろんなやり方で自分
をリセットするチャンスを作っているんだなぁと。
森下　そういうのがあると、やっぱりいいですよね。
境　どうしても仕事中心に考えてしまうところがあるんで
すけれど、仕事は仕事としてきちっとやるにしても、一個人
に戻ったときにリセットする趣味などを持っていないと、
バランスを崩しやすいかもしれませんね。
森下　やっぱりそうなんですよね。“個”に戻れる場所って、
必要なんでしょうね。
お稽古場にいらっしゃっている子育て中のお母さんは、す
ごくお稽古に来る時間を大切にしています。どうしてかと
いうと、ここに来たときは奥さんでもお母さんでもない、一
人の自分に戻れるからっておっしゃっていますね。
境　最後は自分が一番自由になれる時間と場所が欲しい
んですよね。
私もどうしてもこの立場になってからは窮屈で。でも、家に
戻れば近所の方からは小さいときと同じ呼び名で呼ばれ
たりするように、自分の世界なので自由でゆったり感があ
ります。そういう場所は必要だと思います。

私は農家の長男で、田んぼでコメ作りもしているんです。
本当はやりたくないのですが、この時期になったら草刈り、
この時期になったら肥料を出す、田植えがあって稲刈りが
あって、というように農作業にはリズムがある。さらに田ん
ぼの中に入ると、夏の風でも結構涼しいんです。農作業に
は季節によって感じることがあるので、一回リセットする
という意味では良い例かなと思います。
森下　お茶室みたいなものですね。
境　そうなんですよ。嫌だなと思って農作業に入るんです
が、終わったら満足感があって。
森下　とても共通していると思います。
境　そういったものをみなさんは持っているんでしょうね。
そうでないとバランスを崩しやすくなるので。

作品が誰かの子どもになる嬉しさ

境　映画も拝見しましたが、森下さんのご感想はいかがで
すか。
森下　私は撮影に立ち会い、女優さんにお点前をお教え
したりして、ずっと現場にいました。本当にモノづくりの人
たち、映画づくりの人たちの情熱ってすごいなぁと感動し
ましたね。
映画は原作と違って、切り口が映画独特のものだったりす
るんですね。大森立嗣監督は主人公の典子といとこの、女
友達同士の話を描いているところがあって、それを見て改
めて、「私がお茶に通った若いころのあの日々は、青春だっ
たのか」と感じましたね。言ってみれば“青春映画”だと思え
て嬉しかったです。自分の書いたものが映画では大森監督
の作品になるわけですよね。自分の書いた作品、自分の子
どもが、誰かの子どもにもなるっていう嬉しさを感じました。

境　本にしても映画にしても、いろんな方が、森下さんの
柔らかさを感じた作品だと思います。
森下　ありがとうございます。大変光栄です。
境　今日は本当にありがとうございました。
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経験しないと分からないことが随分とあるんだと思いまし
た。お茶に対するイメージが変わりました。

自分の心の声を聞く

森下　お茶をやっているときって、普段聞こえないものが
聞こえるんです。例えば、同じ柄杓からくんで落としても、

水とお湯では音が違うって気付いたり、梅雨と秋雨の音が
違うってことを感じたり、それに自分自身の小さな心の声
が聞こえることもあるんです。自分の心の中を感じられる、
そういう世界なので、お茶碗が高いだとかお金持ちの世界
だとかいう最初のイメージとは全然違いました。現代風に
言うとスピリチュアリズムの世界に近いような。
境　瞑想に近いですね。禅や瞑想で心を落ち着けて“無”
になると、感覚が研ぎ澄まされるんでしょうね。

森下　日常生活はすごくいろんな情報の中にいるので、
自分の心の声は聞こえないですよね。
本当にお茶ってよくできているなって思うのが、作法の一
つひとつに細かい決まりがあるんです。全部、一服のお茶
を季節に応じて、そしておいしくするためにあるんですけ
ど、とにかく細かい。例えば、茶杓（※1）を取るときは茶杓を
取るだけ、棗（※2）を取るときは棗を取るだけ、それを一緒
にせず、一つひとつやりなさいって。水は真ん中からくみな
さい、お湯は底からくみなさいって。水はどこからくんでも
同じ水じゃないかと思うんですけど、そういう決まりがあ
るんですね。そういうこと一つひとつに心を入れながらや
ると余計なことを考えられないんですよ。強引に“無”にな
るようにできていると思います。
境　本の中に戦国武将の話がありましたが、命のやり取り
をしている戦国武将は我々とは桁違いの悩みごとを持っ
ていて、それから解放されるための一つがお茶だったと思
うんです。今も昔もみんないろんな悩みをいろんな形で
持っているけれど、自分を客観的に見たり“無”になったり
するチャンスとしては、お茶は精神安定剤みたいな形だっ
たのかなと。人は自分の安らげるものに対してはすごく素
直に動けるのかな。今でいうキャンプだったり。
森下　そうですよね。キャンプが流行っていますよね。
境　若い人が自分と向き合って、自然の中で自分の感性
を取り戻していく一つの過程がキャンプなのかなと思いま
すね。
森下　おそらく、キャンプをしたときに感じる感覚って、
すごくお茶に近いと思いますね。お茶室のことを“市中の
山居”とも言いますし。特にこのシーズンは、炉を使います
よね。そうすると炭を組むときにみんなが炉の周りに集
まって見るんですよ。障子を閉め切った部屋の中で、肩と肩
が触れるくらいそばによって、じっと炉を見るんです。まる

でキャンプファイアみたいに。火が回ってくるとパキンパキ
ンという音がして、炭の匂いがするんですよ。
境　確かに癒しがありますからね、キャンプファイアの火
には。そして人が集まり、一緒に火を見ているだけで連帯
感というか、なんとなく近い感覚を共有できる。
森下　みんなの気持ちがそこに寄り添うっていう感覚で
すね。反対に夏は暑いから、水が見えるように、口の広い水
指（※3）などを使うんです。お茶はその季節を心地よく過ご
せるように工夫されています。

「長い目で今を生きる」

境　さっき三溪園の中を散策しましたが、水のせせらぎの
音が場所によって違って聞こえたんです。それに今日は天
気が良くて、風景もすごくキラキラして見えました。そうい
う感覚は意識しないと普通は感じられないと思います。お
そらく感じようとしているから感じるのであって、感じよう
としていなかったら感じられない世界ではないのかなと思
います。
森下　お茶は最初、手順を覚えることで精一杯なんです。
頭で覚えてはいけないわけですよ。とにかく繰り返して体
が自然に反応するようになるまでは、言われた通りにやる
しかないんです。あるところまでくると、いつの間にかその
動作につながりができてきて、意識しなくても次の動作が
できたりするんですね。そうすると、「次は何をやったら良
かったかな」って思わなくても済むようになるんです。
あるとき、水の音とお湯の音が違うことに気付いたんです
けど、それはその間隙をついて聞こえてきたような感じが
しますね。余白っていうか、こうしなきゃいけないああしな
きゃいけないという思いが途切れたときや意識しなくても

自然にすっと動作ができるようになったとき、そこにすと
んと聞こえてきたんです。
境　自然に体が動くとそこに余白が生まれて、余白が生ま
れると、水とお湯でも音が違って聞こえてくる。なんでこう
するんだろうなって思っていた中で、動作が自然とつな
がってくると、自然とその間の中に入ってくるということで
すか。
森下　だんだん順番を気にしなくてもよくなり、そこに一

瞬心の空白ができるような感じがするんですよ。そうする
と聞こえてくる。あ、音が違うんだなって。
境　修練を重ねていくと、そういう間を感じる力がついて
くるんですね。
ものの見方が変わるタイミングとしては、私だと仕事の中
でポジションが変わる、もしくは立場が変わって指導する
側になったときに感じることがあります。自分だけでプ
レーしているときと、ある程度チームでプレーする立場に

なったときに、違う立場でものを考えなくてはいけなくな
る。そのときに、今まで指導を受けていたことが「そういう
ことだったのか」と感じるときがある。前は分からなかった
けれど、立場が変わり意識が変わるとものの見方や考え
方が変わっていく。そういうタイミングがビジネスの中に
もありますね。
森下　そうでしょうね、きっと。立場が変わったらあるの
でしょうね。
境　本に、“小さなコップ、大きなコップの水があふれ、突

然視野が広がる”タイミングがあるという箇所がありまし
たけど、それはやっぱり経験を積み重ねていくといつの間
にか生まれてくるんですね。
森下　そうですね。そういった気付きがお茶の醍醐味だ
と思うんです。
例えば、作法一つにしても、先生は理由を教えてくださら
ないんですよ。ただ、右で持ちなさい、左で持ちなさいと言
うだけなんです。だから言われた通りに長年やって、散々
やって、何回も季節を繰り返していくうちに、あるとき、「あ、
だからこうするのか」って気が付くんですよね。自分で気が

付いたものって、自分のものになりますよね。それが喜び
や楽しみにつながるんです。
境　おそらくビジネスの中でも同じ感覚はあると思うん
ですよね。ビジネスに限らず、全ての人にあるとき急に芽生
える感覚はたくさんある。そのチャンスを得るために鍛錬
をしていると、初めて基本の意味が分かったり、ひとつス
テップアップする感覚を覚えたり。
森下　人生のあらゆる場面で、そういうことはあるんだろ
うと思います。
境　だから、森下さんの本に共感する方が多い。ここは自
分の経験の中のこんな場面だったのかな、というイメージ
をみんなが持つのではないかなと思うんですよね。お茶を
する方もしない方も、“自分ごと化”ができる。そう感じられ
る本だと思います。
本の中で、「長い目で今を生きる」と書いてらっしゃいます
よね。あれはすごく良い言葉ですよね。
森下　ありがとうございます。
境　今は悩んでいるけど、将来「あんなこともあったんだ
なぁ」と思える良い経験になっていく。「若いうちの苦労は
買ってでもしろ」という言葉がありますけど、苦労したこと
は自分の実になっているし、その経験値が今につながって
いる。今の苦労も楽しいと思うことも、全部未来につな
がっていく、という意味で「長い目で今を生きる」というの
は、若い人がこれからを考えるときに、良い提言だなと
思って読んでいました。

お茶が与えてくれる“個”の世界

森下　今は何でも手っ取り早く身に付けたい、手っ取り早
く覚えたい、それが便利だし、そういう方法を求めますよ

ね。だけど、お茶は全然手っ取り早くないわけですよ。本当
に時間をかけてばっかりいるんです。季節が変わると同時
にいろんなものが変わっていき、やり方も変わっていくん
ですけれど、それを何年も何年もかけて経験することで覚
えるしかないんです。今の世の中は、時短だとかコストパ
フォーマンスだとかが重要視されますけど、それとはまっ
たく真逆の世界。
でも、人間ってもともとは、こうしたほうがいいってどこか
で分かっていてもできなかったり、わざわざ得にならない
ことをしてしまったりする間尺に合わない生き物ですよね。
だから、合理性を求め過ぎると、人間の持っていた何かが
抜け落ちてしまうような気がするんですけど、お茶みたい
に合理性と真逆のことをやっていると、すごく救われる気
がするんです。
境　人の生き方そのものがお茶の中にあるんでしょうね。
森下　私は会社勤めをしたことがなくて、フリーで仕事を
してきたので、来年も同じように仕事があるかどうかって
分からないわけです。だからいつも足元が不安定で、精神
的にも安定を保つのがとても難しかったんですね。でも、
私にとっては二十歳のときから毎週一回お茶室に座ると
いう場があったことで支えられたんです。行きは悶々とし

ていても、帰りはすごくすがすがしくなるんです。多分、心
が整うんですよね。週に一回自分を整える場所があったっ
ていうのは、私がこの不安定な仕事を続けていく上で、本
当に大きな支えでした。
境　今はサラリーマンの世界でも転職が多くなって、自分
の可能性、今しかできないことに挑戦していくという、すご
いエネルギーを持った時代なんだなと感じます。ただ、挑
戦しても、うまくいかないことがある。めげることがあった
ときに、お茶のような、ちょっと自分をほっとさせるような
場所や時間があると、いろんな挑戦をする若い人も助かる
だろうなと思います。ビジネスでもスポーツでも、やっぱり
思うようにいかないことの連続ですからね。
森下　お茶の先生って、直接言葉で教えてくださるのは作
法だけなんですよ。「こう生きなさい」とか、「こうすべきだ」
とか、そういうことは何にもおっしゃらないんですね。でも、
生徒が心に何か深い悩みや挫折を抱えているときなどは、
敏感に感じ取ってくださるんです。
一緒にお稽古している方の話なんですが、過酷な職場で、
ある日、とても大変なできごとがあって、心が押しつぶされ
そうになったそうなんです。お茶の先生に「今日はお稽古
に行けません」ってお電話したら、先生は「いいじゃないの。
お茶を飲みに来るつもりでいらっしゃいな」って言ってくだ
さったそうです。
稽古場に行くと、先生は一人で待っていて、お茶を点ててく
ださった。そのお点前を見ながら、湯のたぎる音、水を足し
た瞬間に煮えが収まる音、そして再び煮えの付く音に耳を
澄ましたそうです。
「私は、あの音を聞きながら、人間回復したの」その人は、そ
う言いました。私、その気持ち分かるんです。お茶には、小
さな音やかすかな匂いに感覚を傾けることによって、社会
生活の中で失った人間性を回復するところがあるのだと

思います。
境　先生が「とにかくお茶を飲みに来なさい」って言ってく
れたことだけで助かったっていうことですね。
森下　別に「どうしたの？」と聞くわけではないし、何か助
言をしてくれるわけでもない。ただ、「まぁ、一服お飲みなさ
い」っていう。
境　奥深いですね、お茶は。ものも言わないけれど、感じる
だけで本人がすとんと落ちていく。そういう経験はなかな
か私にはないですね。
私は思ったらすぐに言ってしまう性分で、一生懸命話して
いるつもりなんですけれど、よく部下からは怒っていると
言われます。そういう日は夜寝ている間にできごとを頭の
中で整理するんでしょうけど、嫌な気持ちになるんです。や
めときゃよかったなと反省することが多々あるんです。そ
んな思いを解消するために、翌日素直に謝るんですけれど、
強制的にリセットしてくれる場所と時間があると、自分も
含めていろんな人が助かるんだろうなと思います。
スポーツジムが今流行っていて、経営者の中にも通ってい
る方がいますが、自分を追い込むことで一回リセットして

みえるかなと思いました。みなさんいろんなやり方で自分
をリセットするチャンスを作っているんだなぁと。
森下　そういうのがあると、やっぱりいいですよね。
境　どうしても仕事中心に考えてしまうところがあるんで
すけれど、仕事は仕事としてきちっとやるにしても、一個人
に戻ったときにリセットする趣味などを持っていないと、
バランスを崩しやすいかもしれませんね。
森下　やっぱりそうなんですよね。“個”に戻れる場所って、
必要なんでしょうね。
お稽古場にいらっしゃっている子育て中のお母さんは、す
ごくお稽古に来る時間を大切にしています。どうしてかと
いうと、ここに来たときは奥さんでもお母さんでもない、一
人の自分に戻れるからっておっしゃっていますね。
境　最後は自分が一番自由になれる時間と場所が欲しい
んですよね。
私もどうしてもこの立場になってからは窮屈で。でも、家に
戻れば近所の方からは小さいときと同じ呼び名で呼ばれ
たりするように、自分の世界なので自由でゆったり感があ
ります。そういう場所は必要だと思います。

私は農家の長男で、田んぼでコメ作りもしているんです。
本当はやりたくないのですが、この時期になったら草刈り、
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あって、というように農作業にはリズムがある。さらに田ん
ぼの中に入ると、夏の風でも結構涼しいんです。農作業に
は季節によって感じることがあるので、一回リセットする
という意味では良い例かなと思います。
森下　お茶室みたいなものですね。
境　そうなんですよ。嫌だなと思って農作業に入るんです
が、終わったら満足感があって。
森下　とても共通していると思います。
境　そういったものをみなさんは持っているんでしょうね。
そうでないとバランスを崩しやすくなるので。
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境　映画も拝見しましたが、森下さんのご感想はいかがで
すか。
森下　私は撮影に立ち会い、女優さんにお点前をお教え
したりして、ずっと現場にいました。本当にモノづくりの人
たち、映画づくりの人たちの情熱ってすごいなぁと感動し
ましたね。
映画は原作と違って、切り口が映画独特のものだったりす
るんですね。大森立嗣監督は主人公の典子といとこの、女
友達同士の話を描いているところがあって、それを見て改
めて、「私がお茶に通った若いころのあの日々は、青春だっ
たのか」と感じましたね。言ってみれば“青春映画”だと思え
て嬉しかったです。自分の書いたものが映画では大森監督
の作品になるわけですよね。自分の書いた作品、自分の子
どもが、誰かの子どもにもなるっていう嬉しさを感じました。

境　本にしても映画にしても、いろんな方が、森下さんの
柔らかさを感じた作品だと思います。
森下　ありがとうございます。大変光栄です。
境　今日は本当にありがとうございました。

11 12
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健康口座に新プラン！！
少子高齢化や医療費負担増加などが社会問題となるなか、

その解決に資する健康生活応援商品「健康口座」を昨年１１月
から全国金融機関初で取り扱っています。
「健康口座」は、将来の医療・介護費への備えやその決済
を行う「専用口座」と健康に不安を感じたときなどに活用できる
会員サービスがセットになっています。
今年１０月には、お客さまからいただいたご要望を踏まえ、

“来店不要”・“専用口座の作成不要”ですでにお持ちの総合口座
で加入できる「ｌｉｔｅプラン」と、同プランに貯蓄専用口座を
備えた「ｌｉｔｅ＋プラン」の２種類をラインアップに追加。これに
より、お客さまのライフステージやニーズに合わせてプランを
選択できるようになりました。
また、会員サービスにおける「医療費立替払い」の対象に
介護施設の利用費も追加したことで、より利便性が高まりました。

提携先拡大中
金融機関や医療機関などの提携先が増えれば増えるほど
付加価値が高まる本サービス。大垣市を中心に病院や薬局
などで利用が可能です。
利便性を高めていくため、今後さらに提携先を拡大していき

ます。

法人会員プランもあります！
法人のお客さまの「健康経営」をサポートし、従業員の方

の福利厚生を充実させるため、今年４月、「健康口座」法人会員
プランを新設しました。本プランは法人のお客さまと、「健康
口座」会員サービスを提供するメディカルファイナンステクノロ
ジーズ（以下「MFT社」）との間で契約するものです。会費を
法人負担とすることで、より多くの従業員の「健康口座」加入
を進めています。

健康口座

・専用口座
・会員サービス

貯蓄
専用
口座

ｌite＋

ｌite

会 員
サービス

「健康口座」   会員サービス

「健康口座」メディカルケアマネジメント
面倒な食事の記録不要！
体重・体脂肪率も時々測るだけでOK！

保険金の請求手続き 不要！

提携の医療機関・介護施設・薬局で利用できます

医療費立替払いサービス利用の場合

健康面で不安なとき専属看護師へ
電話１本で気軽に相談

 医療費立替払いサービス

「健康口座」医療保険★

健康管理アプリ

「健康口座」ナースコール

キャッシュレス受診 診療後すぐに帰宅 院内滞在時間短縮

任意加入

入院費用 差額ベッド代 先進医療費

★ 詳細は「健康口座」会員サービスのお申し込み後に確認できます。別途保険料が必要です

●詳細は右記のQRコードよりご確認ください
　（通信費はお客さまのご負担となります）
●「健康口座」会員サービスはMFT社が提供するサービスであり、OKBのサービスではありません。ご利用（ご加入）にはMFT社への手続きが必要です
●QRコードは、株式会社 デンソーウェーブの登録商標です

トモニアートプロジェクトが拡大！
岐阜県障がい者芸術文化支援センター（略称「ＴＡＳＣぎふ」）を運営する公益財団法人 岐阜県教育文化財団ならびに、あいちアール・

ブリュットネットワークセンター（略称「ＡＡＮＣ」）を運営する社会福祉法人 楽笑とともに推進している「トモニアートプロジェクト」
が拡大しています。
本プロジェクトは、地域企業が持つ社会貢献ニーズのプラットフォームとなり、障がいのある作家と地域企業とのコラボレーション

による商品開発をトータルサポートするものです。趣旨に賛同いただいたサポーター企業の自社製品などに障がいのある作家の作品
を採用することで、その作家に収益の一部を還元し、社会参加をサポートします。これまで、サポーター企業は18社、商品は“第５弾”
まで誕生しています。
さまざまな商品・サービスを障がいのある作家の“作品発表の場”とすることで、“誰もがいきいきと活躍できる地域づくり”に貢献

していきます。

トータルサポート

障がいのある作家の作品“トモニアート”を採り入れた商品の開発

コラボ（自社商品に作家の作品を掲載）

商品の購入を通じて応援！

コラボ商品を販売

自社の製品に作品を掲載し使用料をお支払いすることで応援!
地域消費者 地域企業 障がい者作家

サポーター企業の皆さま　18社 （2022年9月末現在）

ＯＫＢ大垣共立銀行
ＯＫＢパートナーズ
ＯＫＢギャラリー

ＯＫＢ
グループ

ＴＡＳＣぎふ・
ＡＡＮＣ

トモニアートの活用で
誕生した商品・サービス

第１弾「手と指のエタノール消毒液」
エタノール消毒液のボトル
ラベルなどに採用
（中北薬品 株式会社）

第２弾「業務用サニーシールド」
抗ウイルスコーティング剤
「業務用サニーシールド」
のボトルラベルに採用
（株式会社 錦之堂インターナショナル）

第３弾「抗菌マスクケース」
マスクケースのデザイン
に採用
（中北薬品 株式会社）

第４弾「トモニ壁アート」
店舗施工現場の仮囲い
壁などに採用
（株式会社 パールイデア）

第5弾「しばるん」
新聞などを簡易にしば
れる便利グッズのデザ
インに採用
（株式会社 リンクス）

社会課題解決に向けた取り組みをさまざまな企業と連携して積極的に展開しています。

社会課題解決型サービス
TOPICS. 1
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地域商社機能
２０１９年５月から、地域商社機能を活用した取り組みを積極的に展開して
います。地域事業者の販路開拓や新商品開発をサポートしながら、お客さま
が持つブランド価値や付加価値を向上させ、地域の活性化につなげています。
今年６月には、温浴施設「竜泉寺の湯」を運営するオークランド観光開発と、

ラムネ菓子「クッピーラムネ」を製造するカクダイ製菓の連携をサポート
しました。
ＯＫＢでは両社の特性を生かして「竜泉寺の湯」と「クッピーラムネ」の付加
価値の創造と新たな顧客層へのアプローチを目的に、“クッピーラムネかき氷”
と両社のキャラクターを使用した “コラボアイテム”の商品化や「竜泉寺の湯」
でのポップアップイベントなどをサポートしました。
なお、コラボアイテムは、セレクトショップを運営し、ＯＫＢと業務提携をして
いるビームスのディレクターズバンク※が監修しました。
名古屋発祥の両社の新たな価値の創造、認知度向上および地域の魅力
発信に貢献したＯＫＢならではの取り組みです。

▲「竜泉寺の湯」と「クッピーラムネ」のキャラクターを使用した
　コラボアイテム

▲クッピーラムネを使用したかき氷

新商品開発や
販路開拓、

ブランディングを
希望する事業者など

さまざまな
ノウハウや知見を
持つ企業など

連携
ニーズ

サポート

貢
献

サポートを通じた地域活性化

▲地域事業者とコラボした
　小島組のノベルティグッズ

地域商社機能を活用した取り組み事例

▲鯱バスの特注トミカ▲オークランド観光開発が運営する「竜泉寺の湯」の
　オリジナルアイテム（ビームスのディレクターズバンク監修）　

自治体向けコンサルティングチーム
今年５月、地域課題解決のための自治体向けコンサルティングチーム

「ローカル共 Co- プロジェクト」を発足させ、同日、協業実績のあるポニー
キャニオン、スノーピークそれぞれと “ 地方創生推進にかかる協定 ” を締結
しました。自治体が抱える問題は「人口減少」や「観光客の誘致力不足」
などさまざまです。自治体に対して、ＯＫＢグループがこれまで培ってきた
ノウハウやネットワークを利用し、プロモーションやブランディング、ＤＸなど
の面からサポートします。
今年７月からは、岐阜県養老町における新規観光客の獲得や観光滞在時間

の延長を狙い、同町とともに養老公園を拠点とした観光拠点整備プロジェクト
「ＹＯＲＯラボ」を開始しました。ご当地グルメや体験型プログラムの開発など
の実証実験をしていきます。

地域のキャンプエリアのサポート

●海津市・羽根谷だんだん公園 ●池田町・大津谷公園キャンプ場
今年７月、岐阜県海津市から「羽根谷だんだん公園」にキャンプ

エリアを設置する支援委託業務を受託しました。
海津市の交流人口の増加と賑わいのあるまちづくりに貢献

するため、２０２３年のキャンプエリア設置に向けて実証実験や
運営ルール・マニュアル策定のサポート、現地調査などを行って
いきます。今年の夏には
テストキャンプを行 い、
キャンプ場としての課題を抽出
したほか、夏祭りの際には
テントブースを出してキャンプ
エリアの設置をPRしました。

岐阜県池田町の「大津谷公園キャンプ場」は従来、観光
振興拠点として無料で開設されていましたが、昨今のキャンプ
ブームによる利用者の増加で、ごみや火の不始末など、マナー
の悪化が問題となっていました。
ＯＫＢが２０２１年６月から約１年間、ヒマラヤと連携して、
キャンプ場の有料化実証
実験を行った結果、利用者
のマナーが大幅に改善され、
地域の方から高く評価いた
だくことができました。

地域活性化に貢献すべく、自治体や事業者をさまざまな角度からサポートしています。

地方創生の取り組み
TOPICS. 2

▲「ローカル共Co-プロジェクト」メンバー
※ビームスでビジネスプロデュース事業を担う部署
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OKBアプリ
アプリを立ち上げるとＯＫＢの口座残高や入出金明細が確認でき、

「一生通帳 by Ｍoneytree」と連携すればＯＫＢ以外の銀行残高やクレジット
カードの明細なども確認できます。
２０２１年６月から取り扱いを開始しているパーソナルレコメンドサービス

「LiFit」は、ＯＫＢが保有する取引データなどを使って、ＡＩ（人工知能）が
お客さま一人ひとりに合った“お金との向き合い方”を提案し、お客さまの
より豊かな生活づくりをサポートします。

今年８月、地域の将来を担うＩＴ人材の育成を目的に、岐阜市に本社を置くIT
企業と共同で小学生向け「プログラミング教室」を開催しました。会場となった
のはＤＸコンサルティング拠点としての機能を併せ持つＯＫＢコミュニティプラザ
本山（ＯＫＢ本山支店２階）です。
講義ではプログラマーの仕事内容や働き方などを紹介し、家庭用ゲーム機を
用いたプログラミング体験も行いました。
本拠点では今後もセミナーや相談会などの開催を通して地域のＤＸ推進に貢献

していきます。

未来のＩＴ人材の育成をサポート！

損害保険ジャパンと「地域のサステナビリティ推進に関する包括連携協定」締結

▲（左から）土屋常務、損害保険ジャパン 中西 貴志 執行役員

今年４月、損害保険ジャパンと「地域のサステナビリティ推進に関する包括
連携協定」を締結しました。
地域企業の持続的成長と地域活性化を図るべく、本協定に基づく取り組み

として、OKB社員向けの「SDGs研修」や、サイバーセキュリティを題材に
したお客さま向けのSDGsセミナーを開催しました。

三井住友海上およびＭＳ＆ＡＤインターリスク総研と「ＳＤＧｓに関する包括連携協定」締結

▲（左から）土屋常務、三井住友海上火災保険 赤木 匡 執行役員、
　ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研 中村 光身 社長

今年６月、三井住友海上火災保険およびＭＳ＆ＡＤインターリスク総研と
「ＳＤＧｓに関する包括連携協定」を締結しました。
両社の専門的な知見を活用しながら、取引先企業のSDGs推進をサポート

するコンサルティング（OKB「SDGs評価」サービス）の実施や、地方自治体
が取り組むＳＤＧｓの登録・認証制度の策定サポートなどに取り組んでいます。

泉大津市との「包括連携に関する協定」締結　

▲（左から）南出 賢一 泉大津市長、土屋常務、ＯＫＢ総研 青木社長

ＯＫＢ大垣共立銀行とＯＫＢグループのＯＫＢ総研は今年６月、大阪府
泉大津市と「包括連携に関する協定」を締結しました。同市は食を通じた市民
の健康増進や有事の際の食糧確保の観点から農業に強みを持つ地域との連携
を進めています。
ＯＫＢグループはこれまで、農林漁業者の「６次産業化」のサポートやＯＫＢ
農場への運営参画など、地域のアグリビジネスの活性化に取り組んできました。
本協定により、ＯＫＢグループがこれまで培ってきたノウハウやネットワークを
活用しながら、広域連携におけるサプライチェーン構築や交流促進などにより
両地域の活性化や交流人口の拡大を目指します。

▲講義の様子

手のひらソリューション
ＯＫＢといえば“手のひらソリューション”。
手のひら静脈情報をご登録いただくことで、手のひらだけで銀行取引

をご利用いただけます。

●手のひらだけでATMが使える！
●手のひらだけで口座開設ができる！
●手のひらだけで窓口取引ができる！
●災害時、手のひらだけで借り入れができる！  など

手のひら…
ソリューション！

67万人

（2022年９月）

登録者数

突 破

地域の持続的成長やＳＤＧｓ達成に向けた取り組みをサポートする体制を強化しています。

地域経済の活性化と持続的成長へ向けて
TOPICS. 3

デジタル技術を活用した取り組みを進めています。

ＤＸ推進に向けた取り組み
TOPICS. 4
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注）１株当たり中間純利益金額は127円76銭です。

備考）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しています。

（※1） 国債64,680百万円、地方債460,816百万円、社債349,530百万円、
株式106,674百万円などです。

（※2） 割引手形8,351百万円、手形貸付101,423百万円、証書貸付3,933,239百万円、
当座貸越362,593百万円です。

（※3）  大垣共立銀行の保有する債権の貸倒損失に備えて引き当てているものです。
全ての債権の自己査定を実施し、その結果を踏まえて、大垣共立銀行の
定める引当金の計上基準に基づいて引き当てています。

（※4） 負債計上を中止した預金について、預金者からの払戻請求に備えるため、
将来の払戻請求に応じて発生する損失を見積り、必要と認める額を計上
しています。

（※5） ポイント制サービス「サンクスポイント・プレゼント」におけるサンクス
ポイントが将来費消された場合の負担に備えるため、当中間会計期間末
において将来利用される見込額を合理的に見積り、必要と認められる
額を計上しています。

（※6） 有価証券の評価に係る差額金（税金見合控除後）です。
（※7） 一般企業の売上高に相当します。
（※8） お客さまのご利用に伴う振込手数料などです。
（※9）  一般企業の売上原価と販売費および一般管理費に相当します。
（※10）経常収益から経常費用を差し引いたものです。
（※11）企業会計上の収益・費用と法人税を計算する際の基準となる課税所得の

益金・損金の認識時点の相違を調整するものです。

（単位:百万円） （単位:百万円）

中間株主資本等変動計算書（2022年4月1日～2022年9月30日）中間損益計算書（2022年4月1日～2022年9月30日）中間貸借対照表（2022年9月30日現在）

中間貸借対照表・中間損益計算書の要旨 中間株主資本等変動計算書

557,577

2,382

2,771

150

4,975

1,484,184

4,405,607

5,826

62,829

27,887

5,146

9,889

9,065

15,543

△22,927

科　目 金　額
（ 資 産 の 部 ）

現 金 預 け 金

コールローン

買入金銭債権

商品有価証券

金 銭 の 信 託

有 価 証 券   　

貸 　出 　金

外 国 為 替

そ の 他 資 産

有形固定資産

無形固定資産

前払年金費用

繰延税金資産

支払承諾見返

貸倒引当金　　

6,570,911資産の部合計

38,757

25,809

18,136

7,001

0

7,455

3,404

2,087

31,068

1,720

163

4,583

3,588

19,893

1,282

科　目 金　額
経 常 収 益（※7）

資金運用収益

（うち貸出金利息）

（うち有価証券利息配当金）

信 託 報 酬

役務取引等収益（※8）

その他業務収益

その他経常収益

経 常 費 用（※9）

資金調達費用

（うち預金利息）

役務取引等費用

その他業務費用

営 業 経 費

その他経常費用

7,688

12

253

7,447

2,402

△273

2,129

5,318

科　目 金　額
経 常 利 益（※10）

特  別  利  益

特  別  損  失

税引前中間純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額（※11）

法人税等合計

中 間 純 利 益

科　目 金　額
（ 負 債 の 部 ）

預 　 　 　 金

譲 渡 性 預 金

コールマネー

売 現 先 勘 定

債券貸借取引受入担保金

借 　 用 　 金

外 国 為 替

信 託 勘 定 借

そ の 他 負 債

賞 与 引 当 金

退職給付引当金

睡眠預金払戻損失引当金

ポイント引当金

再評価に係る繰延税金負債

支 払 承 諾

負債の部合計

（純 資 産 の 部）

資 本 金

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

自 己 株 式

株主資本合計

その他有価証券評価差額金

繰延ヘッジ損益

土地再評価差額金

評価・換算差額等合計

新 株 予 約 権

純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

（※6）

（※5）

（※4）

5,656,950

71,953

29,106

57,457

133,853

314,122

690

1,237

32,476

1,347

1,462

129

761

1,964

15,543

6,319,060

46,773

36,034

167,023

△401

249,430

1,417

△1,153

2,070

2,334

86

251,851

6,570,911

備考）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しています。

当期首残高

当中間期変動額

　剰余金の配当

　中間純利益

　自己株式の取得

　自己株式の処分

　別途積立金の積立

　土地再評価差額金の取崩

当中間期変動額合計

当中間期末残高

株主資本以外の項目の当中間期
変動額（純額）

46,773

－

46,773

36,034

－

36,034

36,034

－

36,034

13,536

－

13,536

120,578

5,000

5,000

125,578

28,620

△1,456

5,318

△0

△5,000

427

△711

27,909

162,735

△1,456

5,318

△0

－

427

4,288

167,023

資本金
資本剰余金 利益剰余金

その他利益剰余金
資本準備金 利益準備金

別途積立金 繰越利益剰余金
資本剰余金
合計

利益剰余金
合計

株主資本

当期首残高

当中間期変動額

　剰余金の配当

　中間純利益

　自己株式の取得

　自己株式の処分

　別途積立金の積立

　土地再評価差額金の取崩

当中間期変動額合計

当中間期末残高

株主資本以外の項目の当中間期
変動額（純額）

株主資本
新株予約権 純資産合計

評価･換算差額等

自己株式 株主資本
合計

繰延ヘッジ
損益

土地再評価
差額金

評価･換算
差額等合計

その他有価証券
評価差額金

△399

△1

0

△1

△401

245,143

△1,456

5,318

△1

0

－

427

4,286

249,430

40,920

△39,503

△39,503

1,417

△304

△848

△848

△1,153

2,497

△427

△427

2,070

43,113

△40,779

△40,779

2,334

77

9

9

86

288,334

△1,456

5,318

△1

0

－

427

△40,769

△36,483

251,851

（※1）

（※2）

（※3）
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（単位:百万円） （単位:百万円）

中間連結株主資本等変動計算書（2022年4月1日～2022年9月30日）中間連結損益計算書（2022年4月1日～2022年9月30日）中間連結貸借対照表（2022年9月30日現在）

中間連結貸借対照表・中間連結損益計算書の要旨 中間連結株主資本等変動計算書

61,762

25,818

18,107

7,040

0

8,983

3,672

23,288

52,801

1,809

163

4,375

3,589

21,282

21,745

科　目 金　額
経  常  収  益

資金運用収益

（うち貸出金利息）

（うち有価証券利息配当金）

信 託 報 酬

役務取引等収益

その他業務収益

その他経常収益

経  常  費  用

資金調達費用

（うち預金利息）

役務取引等費用

その他業務費用

営 業 経 費

その他経常費用

8,960

12

253

8,719

2,881

△268

2,612

6,106

248

5,858

科　目 金　額

非支配株主に帰属する
中間純利益
親会社株主に帰属する
中間純利益

経  常  利  益

特  別  利  益

特  別  損  失

税金等調整前中間純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

法人税等合計

中 間 純 利 益

備考）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しています。

当期首残高

当中間期変動額

　剰余金の配当

　親会社株主に帰属する中間純利益

　自己株式の取得

　自己株式の処分

　土地再評価差額金の取崩

　株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額）

当中間期変動額合計

当中間期末残高

非支配株主持分新株予約権 純資産合計
その他の包括利益累計額

繰延ヘッジ
損益

土地再評価
差額金

その他有価証券
評価差額金

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額合計

41,263

△39,478

△39,478

1,785

△304

△848

△848

△1,153

2,497

△427

△427

2,070

4,605

7

7

4,612

48,061

△40,746

△40,746

7,315

77

9

9

86

13,567

274

274

13,842

323,287

△1,456

5,858

△1

0

427

△40,462

△35,635

287,651

備考）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しています。

1．１株当たり親会社株主に帰属する中間純利益金額は140円74銭です。
２．その他経常収益には、リース業に係る収益19,954百万円、株式等売却益1,903百万円を含んで
います。

３．その他経常費用には、リース業に係る費用18,801百万円、貸倒引当金繰入額1,410百万円、
株式等売却損202百万円、株式等償却57百万円を含んでいます。

注）

中間配当金
　2022年11月11日開催の取締役会において、2022年9月30日
の最終の株主名簿に記録された株主または登録株式質権者に
対して行う中間配当につき、次のとおり決議しました。

1 中間配当金
1株につき35円00銭

2
2022年12月9日（金）
効力発生日並びに支払開始日

5,639,379
58,453
29,106
57,457
133,853
377,699

690
1,237
71,093
1,625
795
33
129
902
0
17

1,964
15,543

6,389,985

46,773
37,834
182,201
△401

266,407
1,785
△1,153
2,070
4,612
7,315
86

13,842
287,651
6,677,637

科　目 金　額
（ 負 債 の 部 ）
預 　 　 　 金
譲 渡 性 預 金
コールマネー及び売渡手形
売 現 先 勘 定
債券貸借取引受入担保金
借  用  金
外 国 為 替
信 託 勘 定 借
そ の 他 負 債
賞 与 引 当 金
退職給付に係る負債
役員退職慰労引当金
睡眠預金払戻損失引当金
ポイント引当金
特別法上の引当金
繰延税金負債
再評価に係る繰延税金負債
支 払 承 諾
負債の部合計
（純 資 産 の 部）
資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
自 己 株 式
株主資本合計
その他有価証券評価差額金
繰延ヘッジ損益
土地再評価差額金
退職給付に係る調整累計額
その他の包括利益累計額合計
新 株 予 約 権
非支配株主持分
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

558,907
2,382
2,771
150
4,975

1,489,772
4,379,489

5,826
83,010
102,614
31,285
5,073
15,071
9,010
15,543
△28,235

△15

6,677,637

科　目 金　額
（ 資 産 の 部 ）
現 金 預 け 金
コールローン及び買入手形
買入金銭債権
商品有価証券
金 銭 の 信 託
有  価  証  券
貸 　 出 　 金
外 国 為 替

そ の 他 資 産
有形固定資産
無形固定資産
退職給付に係る資産
繰延税金資産
支払承諾見返
貸 倒 引 当 金
投資損失引当金

資産の部合計

リース債権及び
リース投資資産

当期首残高

当中間期変動額

　剰余金の配当

　親会社株主に帰属する中間純利益

　自己株式の取得

　自己株式の処分

　土地再評価差額金の取崩

　株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額）

当中間期変動額合計

当中間期末残高

株主資本
利益剰余金資本金 資本剰余金 自己株式 株主資本合計

46,773

－

46,773

37,834

－

37,834

177,372

△1,456

5,858

△0

427

4,828

182,201

△399

△1

0

△1

△401

261,580

△1,456

5,858

△1

0

427

4,827

266,407
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株式の状況 （2022年9月30日現在） 株主様ご優待サービス

100株以上所有の株主様に
スペシャルポイントカードをプレゼント！

株主様ご優待スペシャルポイント OKBからの秋の贈り物

2022年3月31日現在で100株（1単元）以上
所有の株主様にスペシャルポイントカード1枚を
お送りしました（1,000スペシャルポイント）。
有効期限／2023年6月30日

2002年6月から全国初の「ポイントカード方式」による株主様
ご優待制度を実施しています。

・スペシャルポイントカードのご利用方法や優待内容の詳細、および
注意事項は、「株主様ご優待スペシャルポイント」2022のご案内
を参照ください（OKBのホームページにも掲載しています）。

大垣共立銀行株式を所有の株主様（毎年9月30日現在で株主名簿
に記録されている株主様）はインターネット証券であるマネックス
証券における大垣共立銀行の現物株式の買い手数料が無料となり
ます。株主様に送付する｢優遇券｣にて同社へお申し込みください。

大垣共立銀行株式 買付時の手数料無料サービス

☎

お問い合わせ先
大垣共立銀行　総務部　株式課

（受付時間 平日9：00～17：00）0584-74-2222

500株以上を継続して1年以上所有の
株主様にプレゼント！

２０２2年９月３０日現在で、５００株（５単元）以上を継続して１年
以上所有の株主様に、「ＯＫＢブランド優待品」をはじめ地元
名産品とコラボレーションしたＯＫＢ独自の各種優待品の中から
お好みの品を贈呈します。

投資信託 申込手数料 50％分キャッシュバック（上限5,000円）
投資信託購入1取引につき1,000スペシャルポイントと引き換え
・定時定額購入サービスおよび金融商品仲介による投資信託の購入はキャッシュバック
の対象外です

国内振込手数料 無料
国内振込1件につき500スペシャルポイントと引き換え（OKB本支店宛・他行
宛問わず）

サンクスポイントへの移行 4.5倍換算で移行

100スペシャルポイントをサンクスポイント450ポイントとして移行

定期預金 金利（預入期間1年以内のスーパー定期新規預入分） 年0.1％上乗せ
定期預金の預け入れ10万円につき100スペシャルポイントと引き換え（10
万円未満も100スペシャルポイント要）

お得な優待特典内容

株式に関するお手続きのご案内
株式事務のお取り扱いについて

株
式
事
務
取
扱
場
所

毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月
3月31日
9月30日

事業年度
定時株主総会
定時株主総会基準日
中間配当基準日

電子公告とします。ただし、事故その他やむを得ない事由に
よって電子公告をすることができないときは、日本経済新聞
および岐阜市において発行する岐阜新聞に掲載します。

100株単元株式数

株主名簿管理人
 東京都千代田区丸の内一丁目3番3号　みずほ信託銀行株式会社
同事務取扱場所
 東京都千代田区丸の内一丁目3番3号　みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部
【お問い合わせ先・郵便物送付先】
 〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目8番4号　みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
 電話：　     0120-288-324

公告方法

■所有者別の株式保有比率（単元株式）

単元未満株式157,997株

単元株式41,673,900株

証券会社2.02％ 外国法人等11.08％

その他の国内法人
28.51％

金融機関
31.68％

個人・その他
26.71％

資本金
発行する株式の総数
発行済株式の総数
当中間期末株主数

46,773,573,707円
80,000,000株
41,831,897株

23,419名

大株主 （2022年9月30日現在）
所有株式数（千株）氏名または名称

計

4,683
3,013
1,262
1,064
800
791
547
535
492
467

13,657

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
株式会社日本カストディ銀行（信託口）
大垣共立銀行従業員持株会
岐建株式会社
株式会社みずほ銀行
明治安田生命保険相互会社
日本マスタートラスト信託銀行株式会社トヨタ自動車口
牧村株式会社
ＪＰ ＭＯＲＧＡＮ ＣＨＡＳＥ ＢＡＮＫ ３８５７８１
ＤＦＡ ＩＮＴＬ ＳＭＡＬＬ ＣＡＰ ＶＡＬＵＥ ＰＯＲＴＦＯＬＩＯ

11.25
7.23
3.03
2.55
1.92
1.90
1.31
1.28
1.18
1.12
32.81

持株比率（%）

・所有株式数は、千株未満を切り捨てて表示しています。また、持株比率は小数点第3位以下を切り
捨てて表示しています

・持株比率の算定となる発行済株式総数については、自己株式を控除のうえ算出しています

各種お手続き窓口について
1 未払配当金のお支払い
株主名簿管理人（みずほ信託銀行株式会社）にお申し出ください。
2 住所変更、配当金受取方法の指定、単元未満株式の買い取り・買い増し、相続
などの各種お手続き
（1）証券保管振替機構（ほふり）に株式を預託されている株主様

お取引の証券会社などにお申し出ください。
（2）証券保管振替機構（ほふり）に株式を預託されていない株主様

当社が特別口座を開設する、みずほ信託銀行株式会社にお申し出ください。
お申出先は下記のとおりです。
【特別口座管理機関】
東京都千代田区丸の内一丁目3番3号　みずほ信託銀行株式会社
【お問い合わせ先・郵便物送付先】
〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目8番4号　みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
電話：　   0120-288-324

株主様のご住所およびお名前のご登録について
株主様のご住所およびお名前の文字に、証券保管振替機構で指定されていない漢字
などが含まれている場合には、その全部または一部を証券保管振替機構が指定した文字
に変換のうえ、株主名簿に登録します。この場合、株主様にお送りする通知物の宛名は、
証券保管振替機構が指定した文字となりますのでご了承ください。

投資信託の取引にあたっての注意
・投資信託の取引にあたっては、所定の手数料や諸経費などをご負担いただく場合が
あります。また、価格の変動などにより損失が生じるおそれがあります
・最新の交付目論見書などを十分にお読みいただき、商品内容を十分にご理解
くださいますようお願い申し上げます

単元未満株式をご所有の株主様へ
当社では、「単元未満株式の買取請求制度と買増請求制度」を採用しています。単元未満株式
とは、当社の場合１株～99株の株式のことをいい、100株単位の株式を単元株式といいます。
●単元未満株式の買取請求制度とは、当社が株主様から、1単元（100株）に満たない株式
を買い取りさせていただく制度です
●単元未満株式の買増請求制度とは、1単元（100株）に満たない株式を有する株主様が、
当社から１単元に不足している株式を買い増し、１単元の株式にできる制度です

●いずれのお手続きも、口座を開設されている証券会社経由で行っていただくこととなります
・買取・買増請求に伴う手数料は無料です
・特別口座の株主様の買取・買増請求の詳細およびお手続きなどに関しましては、
特別口座管理機関であるみずほ信託銀行あてにご照会ください

・買増請求につきましては、毎年3月31日および9月30日のそれぞれ10営業日前から
当該日までの期間は受付を停止します

株主総会資料の電子提供制度（書面交付請求）についてのお問い合わせ先

みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
電子提供専用ダイヤル
電話：　   0120-524-324

株式会社 大垣共立銀行
登録金融機関　東海財務局長（登金）第3号
加入協会：日本証券業協会、一般社団法人 金融先物取引業協会
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ホームページアドレス　https://www.okb.co.jp

1896年3月（明治29年）
467億円
岐阜県大垣市郭町3丁目98番地
国内157ヵ店（うち出張所33ヵ店、代理店2ヵ店）、海外駐在員事務所2拠点、海外現地法人1社
2,568名
5兆6,569億円（譲渡性預金は含まず）
4兆4,056億円

設 立
資 本 金
本 　 店
店 舗 数
従 業 員 数
預 金 残 高
貸出金残高

大垣共立銀行の概要（2022年9月30日現在）

OKB
大垣共立銀行

共立コンピューター
サービス

OKBフロント

OKB
Consulting Vietnam

Co., Ltd.

OKB総研

OKB証券

OKB信用保証

OKBペイメント
プラットOKBキャピタル

OKBビジネス

OKBパートナーズ

共友リース

OKB大垣共立銀行は、グループ会社とのネットワークを通じて充実した総合金融サービスをお届けしています。

OKBグループ （2022年9月30日現在）

役 員 （2022年9月30日現在）

取締役頭取
常務取締役
常務取締役
常務取締役
常務取締役

境　　　敏　幸
土　屋　　　諭
林　　　敬　治
野　上　匡　行
筧　　　雅　樹

統括執行役員 五　藤　義　徳 統括執行役員 金　森　　　靖統括執行役員 後　藤　勝　利

社外取締役

社外取締役

社外取締役

神　田　真　秋

丹　呉　泰　健

森　口　祐　子

常勤監査役

常勤監査役

社外監査役

社外監査役

所　　　竜　二
押　谷　俊　男
佐　伯　　　卓
池　村　幸　雄

有価証券などの取得、保有ならびに売却
投資事業組合財産の運用および管理

株式会社OKBキャピタル

新たなペイメントサービスの提供
株式会社OKBペイメントプラット

帳票・文書などの情報管理
株式会社OKBパートナーズ

現金などの精査・整理業務
銀行事務の受託・集中処理業務
株式会社OKBビジネス

銀行代理業務
株式会社OKBフロント

OKB Consulting Vietnam Co., Ltd.
現地での法人設立や運営サポート、
投資のコンサルティング業務

コンサルテーションやソフトウェア開発などの
サポート業務

共立コンピューターサービス株式会社

OA機器から大型産業設備までのリース業
共友リース株式会社

証券業務
OKB証券株式会社

株式会社OKB信用保証
個人向けローンの信用保証業務
不動産担保の評価・調査業務

株式会社OKB総研
経済、産業、文化の調査研究･受託
企業経営情報の提供と各種コンサルティング業務、
人材紹介業
●OKB農林研究所
　アグリビジネスに関する調査研究・コンサルティング

●OKメイト・WEBに関するお問い合わせにつきましては、1月1日～3日、5月3日～5日は利用できません
●事業などに関する上記以外の個別のお取引につきましては、お取引店へお問い合わせください
●平日とは祝休日（祝日、振替休日、国民の休日、1月2日、1月3日、12月31日）を除く月曜日～金曜日をいいます

キャッシュカードの盗難・振り込め詐欺被害など

0120-667977 24時間・年中無休

振り込め詐欺などの被害にあわれた方からの
ご照会・ご相談

キャッシュカード・通帳・証書・印鑑の盗難・紛失、
インターネットバンキングなどによる不正な払戻し被害

0120-801703
0120-667977

平　 日
上記以外の時間

： 9：00～17：00

内容 ご連絡先・お問い合わせ先 受付時間など

商品・サービス・各種手続き
各種商品・サービス netplaza@okb.co.jp（E-mail）

下記以外の商品・サービス

スーパーOKダイレクト

資料請求など

ロ
ー
ン

カードローン･事業者向けフリーローン
住宅ローン

その他ローン

年
金

お困りごとそうだんサービス・年金受給手続き

資産運用（投資信託・外貨預金など）

相続手続き

OKメイト・WEB

0120-888823
音声ガイダンスが
流れましたら、右記
のサービス番号を
押してください。

24時間・年中無休

（E-mail：24時間・年中無休）

スマイル倶楽部・年金相談会の開催日程

1
1

1

1
1

4
4

5

4
5

1
2

2

3
1

1
1
1

1

1
2
8

3
0120-882900

エルズプロジェクト商品・サービス 0120-054804

0120-008611
（E-mail）okmate-web@okbnet.ne.jp

0120-465931
外為サービス

各種ご相談

金融円滑化に関するご相談・苦情

創業・ベンチャーに関するご相談

事業承継・資産承継に関するご相談

介護福祉経営・学校経営・医業経営に関するご相談

外国為替業務に関するご相談

アグリビジネスに関するご相談

サステナビリティ・SDGsに関するご相談

補助金・助成金に関するご相談

0120-465931

0584-74-5388（通話料有料）
中小企業の皆さまの金融円滑化に関するご相談 0120-755517

0120-521310　venture@okb.co.jp（E-mail）
052-433-1760（通話料有料）

（通話料有料）052-433-1760

0584-74-2196（通話料有料）
liaison@okb.co.jp（E-mail）
0584-74-2796（通話料有料）
sus-biz@okb.co.jp（E-mail）

h-solution@okb.co.jp（E-mail）

medical@okb.co.jp（E-mail）

各種ご意見・ご要望
「お客さまの声」 okb@okb.co.jp（E-mail） 24時間・年中無休

平　 日
土・日・祝休日

9：00～21：00
9：00～17：00

：
：

平　 日
土・日・祝休日

：
：
8：00～21：00
9：00～17：00

平　 日： 9：00～17：00

平　 日： 9：00～17：00
（E-mail：24時間・年中無休）
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このミニディスクロージャー誌の制作には、FSC®認証紙および環境に配慮した植物油インキ
を使用し、有害な廃液が一切出ない「水なし印刷方式」を採用しています。

大垣共立銀行 ミニディスクロージャー誌

第211期 営業の中間ご報告（2022年4月～2022年9月）
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